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特集 定額減税を徹底解説
一 般 質 問　９人が町政を問う
議会報告会　届け 101人の声！
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定額減税を徹底解説
　６月から実施されている「定額減税」は物価高から暮らしを守ることに加え、
　デフレからの完全脱却に向けた措置とされています。
　制度の仕組みと非課税世帯への対応などをまとめてみました。

「定額減税」具体的には

減税の方法をそれぞれのケースで見てみましょう！

くれぐれも詐欺にご注意ください。

【所得税】６月の給与やボーナスなどの源泉
徴収税額から減税し、引ききれなかった分は
７月以降に減税額に達するまで順次差し引か
れます。　
※減税額は給与支払明細書で確認できます。

【住民税】６月分は徴収されません。減税分
を引いた年間の税額を７月以降の 11ヶ月間
で均等に微収となります。

給与所得者（会社員など）は

個人事業主などは
【所得税】原則７年２～３月の確定申
告の時に減税となります。
※ただし、前年所得などを基に計算し
た納税額が15万円以上の人は、確定申
告前に一部を納税する年２回の予定納
税時に減税となります。

年金受給者は

年間の納税額が４万円未満の場合減税額に達せず減税しきれない場合が生じます。
その場合は、減税しきれない分を１万円単位で給付します。

例）所得税と住民税が合計２９,０００円のみ定額減税された場合
４０,０００円－２９,０００円＝１１,０００円
１万円単位で給付なので、１万円未満を切り上げて２万円給付になります。

補正予算
１億５４００万円

（調整給付）

減税しきれない場合は

住民税均等割のみの
課税世帯や住民税非課税世帯は

補正予算
６０００万円

（低所得者支援）

１世帯１０万円を給付

住民税均等割のみの課税世帯
新たに６年度住民税均等割のみ課税者
で構成される世帯

住民税均等割のみと非課税世帯の18歳以下の
子どもに１人あたり５万円を上乗せ

注）５年度において既に給付金をうけた世帯および子どもは、対象外となります。
　　今年度から住民税均等割や非課税世帯になる場合は対象になります。

納税者本人と控除対象配偶者を含む扶養家族１人につき計４万円が減税されます。
内訳は、所得税が３万円、　住民税が１万円となります。
　例）　家族４人の場合１人４万円×４人＝１６万円が減税になります。

分からないことや迷ったらお気軽にお問い合わせください。
七ヶ浜町役場　税務課　　　022-357-7452
　　　　　　　長寿社会課　022-357-7448
政府のホームページ（右の二次元コード）

どんな人が対象 ？　対象外？

【住民税】６月微収分から減税とな
り、６月に引ききれなかった分はそれ
以降の税額から差し引かれます。

【所得税】６月の年金受給時に減
額され、引ききれない分は、次の
支給時である８月以降、順次減税
となります。

【住民税】10月分から減税し、引
ききれない分は、12月分以降、順
次減税となります。

住民税非課税世帯
新たに６年度住民税が課せられない者
のみで構成される世帯

 対 象 者
☆国内居住者で、６年度分の所得税、前年の住民税にかかる合計所得額が１８０５万円以下の方が対象
　です。
☆給与収入のみの場合は給与収入が２０００万円以下の方（子ども・特別障がい者等を有する方の所得
　金額調整控除の適用を受ける方は２０１５万円以下）が対象です。
☆令和５年12月31日の現況によるため、令和６年１月２日以降に扶養親族が死亡した場合は定額減税
　対象です。
☆納税義務者が令和６年１月２日以降に、調整給付確認書の返送、申請を行った後に亡くなった場合は
　対象となります。調整給付確認書の返送、申請をせずに死亡した場合は対象外です。

 対 象 外
☆令和６年１月２日以降に生まれた子どもの場合、所得税は７年度に対象になる可能性があります。
　住民税は扶養親族の判定が令和５年12月31日の現況によるとされているため、対象外です。
★国外居住親族（海外留学している子どもなど）は扶養控除の対象であっても定額減税の対象外です。

〇住宅ローン減税を受けている場合は、控除後の所得税額と住民税所得割額から差し引かれます｡
６年10月31日までに
申請が必要です。

特　　集　－定額減税を徹底解説－
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注意！まだ捕まっていません

　　

減収補てん特例交付金
（地方特例交付金）
児童手当負担金

（国庫負担金・県負担金）
物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金
（国庫補助金）

7500万円

5803万円

2億2109万円

項目 補正額 理由

歳出（支出）
項目 補正額 理由

湊浜地区交通安全対策事業費 5003万円

物価高騰対応重点支援給付金
（給付金低所得者支援分）

物価高騰対応重点支援給付金
（定額減税補足給付金調整給付分）

児童手当へ追加

不妊検査費助成金

6000万円

１億5400万円

5100万円

60万円

歳入（収入）

定額減税による減収分を国が補てんするもの

不妊治療費助成金 160万円

■一般会計の主な補正予算項目

物価高騰総合対策として、低所得者や定額減税しきれないと見込まれる所
得水準の方への調整給付事業へ充てるためのもの

用地購入代（1620万円）および移転補償金（3383万円）として土地開発
基金より買い戻すためのもの
非課税世帯 300世帯
均等割非課税世帯 150世帯
・１世帯当たり10万円支給
・追加交付として扶養18歳以下の１人当たり５万円支給（220世帯300人）

定額減税しきれないと見込まれる所得水準の方への調整給付分（3200人）

児童手当拡充分に充てるもの
※高校生2000万円（500人）
　所得超過者80万円（20人）
※第３子以降3000万円（250人）
医療機関に支払った額に対し１組の夫婦につき上限６万円を助成するもの
（10組分）
医療機関に支払った額に対し治療１回当たり上限８万円を助成するもの
（20人分）

10月から開始される児童手当拡充分に充てるもの
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※高校生年代
　 18歳年度末（18歳になる年度の３月31日まで）
※多子加算の方法
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わ
な
が
閉
ま

っ
て
い
た
な
ど
の
い
た
ず
ら

が
あ
っ
た
と
聞
い
た
が
。

　
　
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
な
ど

　
　
他
の
動
物
に
よ
り
、ワ

イ
ヤ
ー
が
切
ら
れ
た
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、職
員

が
２
日
に
１
回
、見
回
り
を

し
て
い
る
。

　
　
建
設
課
長
　
今
年
度
の

　
　
実
施
は
決
定
し
て
い
る

が
、用
地
交
渉
中
の
部
分
も

あ
り
、ま
だ
、説
明
で
き
る

段
階
で
は
な
い
。住
民
に
は
、

正
式
に
決
定
し
た
段
階
で
説

明
す
る
。

安全への第一歩
令和６年定例会6月会議を6月4日から５日に開催しました。
６年度一般会計補正予算(第１号）は、５億３８３４万円を追加し、総額を
７７億４１３４万円としました。本議案は原案のとおり可決しました。

答

こんなことが決まりました－６月会議での議案審議－

問答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

答答 問問

答 問

補正
予算

こんなことが決まりました－６月会議での議案審議－
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注意！まだ捕まっていません

　　

減収補てん特例交付金
（地方特例交付金）
児童手当負担金

（国庫負担金・県負担金）
物価高騰対応重点支援
地方創生臨時交付金
（国庫補助金）

7500万円

5803万円

2億2109万円

項目 補正額 理由

歳出（支出）
項目 補正額 理由

湊浜地区交通安全対策事業費 5003万円

物価高騰対応重点支援給付金
（給付金低所得者支援分）

物価高騰対応重点支援給付金
（定額減税補足給付金調整給付分）

児童手当へ追加

不妊検査費助成金

6000万円

１億5400万円

5100万円

60万円

歳入（収入）

定額減税による減収分を国が補てんするもの

不妊治療費助成金 160万円

■一般会計の主な補正予算項目

物価高騰総合対策として、低所得者や定額減税しきれないと見込まれる所
得水準の方への調整給付事業へ充てるためのもの

用地購入代（1620万円）および移転補償金（3383万円）として土地開発
基金より買い戻すためのもの
非課税世帯 300世帯
均等割非課税世帯 150世帯
・１世帯当たり10万円支給
・追加交付として扶養18歳以下の１人当たり５万円支給（220世帯300人）

定額減税しきれないと見込まれる所得水準の方への調整給付分（3200人）

児童手当拡充分に充てるもの
※高校生2000万円（500人）
　所得超過者80万円（20人）
※第３子以降3000万円（250人）
医療機関に支払った額に対し１組の夫婦につき上限６万円を助成するもの
（10組分）
医療機関に支払った額に対し治療１回当たり上限８万円を助成するもの
（20人分）

10月から開始される児童手当拡充分に充てるもの

●
湊
浜
地
区
交
通
安
全
対
策

事
業
　
　（
５
０
０
３
万
円
）

　
　
県
事
業
だ
と
思
う
が
、

　
　
今
後
の
予
定
や
住
民
へ

の
周
知
は
。

30年間の願いが実現に動く

●
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

給
付
金
事
業

（
１
億
５
４
０
０
万
円
）

　
　
対
象
者
の
抽
出
等
、急

　
　
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
め

ら
れ
る
と
思
う
が
、町
の
役

割
と
課
題
は
。

　
　
長
寿
社
会
課
長
　
作
業

　
　
は
長
寿
社
会
課
が
行
う
。

７
月
下
旬
に
対
象
者
の
抽
出

を
行
い
、そ
の
後
、町
民
に
内

容
等
確
認
書
を
送
付
す
る
。

８
月
下
旬
に
は
支
給
し
た
い
。

抽
出
作
業
は
、税
務
課
と
連

携
し
て
行
う
こ
と
に
な
る
が
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
進
め
る
。

課
題
は
対
象
人
数
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
で
、ミ
ス

が
な
い
よ
う
に
支
給
し
た
い
。

住
民
への
周
知
は
、ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
、対
象
者
へ
の

案
内
通
知
を
含
め
て
漏
れ
の

な
い
よ
う
進
め
た
い
。

　
　
人
的
課
題
が
想
定
さ
れ

　
　
る
が
、そ
の
対
応
は
。

　
　
副
町
長
　
こ
れ
だ
け
早

　
　
急
に
な
る
と
確
認
作
業

に
人
手
が
か
か
る
。
他
の
事

業
への
影
響
を
考
慮
し
た
上

で
、
他
課
か
ら
の
応
援
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
も

含
め
、検
討
す
る
。

●
不
妊
検
査
費
助
成
金
事
業

　
　
　
　
　
　（
60
万
円
）

　
　
事
実
婚
関
係
に
あ
る
夫

　
　
婦
の
把
握
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
県
か
ら
確
認
事
項
が
何

点
か
示
さ
れ
て
い
る
。そ
の

基
準
を
参
考
に
対
応
す
る
。

　
　
県
の
基
準
で
は
、同
性

　
　
同
士
の
事
実
婚
を
認
め

る
記
載
は
あ
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長
　

　
　
確
認
し
て
い
な
い
。

●
不
妊
治
療
助
成
金
事
業

　
　
　
　（
１
６
０
万
円
）

　
　
３
年
度
に
も
同
様
の
事

　
　
業
が
あ
っ
た
。成
功
実

績
は
。ま
た
、そ
の
実
績
を

踏
ま
え
た
補
正
額
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長
　

　
　
３
年
度
は
、給
付
実
績

が
13
名
で
妊
娠
さ
れ
た
方
は

８
名
だ
っ
た
。そ
の
実
績
を

踏
ま
え
、20
名
分
の
補
正
額

を
計
上
し
た
。

　
　
本
町
の
合
計
特
殊
出
生

　
　
数
は
か
な
り
低
い
。少

子
化
対
策
と
し
て
他
の
事
業

は
検
討
し
て
い
る
の
か
。ま

た
、来
年
度
事
業
の
中
で
新

た
な
事
業
を
模
索
す
る
つ
も

り
は
。

　
　
副
町
長
　
今
の
段
階
で

　
　
は
新
た
な
事
業
展
開
は

考
え
て
い
な
い
。し
か
し
、来

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
何
か
有
効
な
手
立
て
が
な

い
か
検
討
す
る
。

●
鳥
獣
対
策
活
動
費

　
　
　
　
　（
１７
万
円
）

　
　
鳥
獣
対
策
の
内
容
と
成

　
　
果
は
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
県
猟
友
会
に
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
を
依
頼
し
て
い
る
。

町
内
は
住
宅
地
が
多
く
、猟

銃
は
危
険
と
の
判
断
か
ら
、

箱
わ
な
を
５
カ
所
に
設
置
し

て
い
る
が
、現
時
点
で
は
捕

獲
さ
れ
て
い
な
い
。

※高校生年代
　 18歳年度末（18歳になる年度の３月31日まで）
※多子加算の方法
　18歳以降～22歳年度末までの子であって、その親（児
　童手当受給者）に経済的負担がある場合は第１子として
　カウントする。

　
　
国
際
村
付
近
に
設
置
し

　
　
て
あ
る
箱
わ
な
が
閉
ま

っ
て
い
た
な
ど
の
い
た
ず
ら

が
あ
っ
た
と
聞
い
た
が
。

　
　
タ
ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
な
ど

　
　
他
の
動
物
に
よ
り
、ワ

イ
ヤ
ー
が
切
ら
れ
た
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、職
員

が
２
日
に
１
回
、見
回
り
を

し
て
い
る
。

　
　
建
設
課
長
　
今
年
度
の

　
　
実
施
は
決
定
し
て
い
る

が
、用
地
交
渉
中
の
部
分
も

あ
り
、ま
だ
、説
明
で
き
る

段
階
で
は
な
い
。住
民
に
は
、

正
式
に
決
定
し
た
段
階
で
説

明
す
る
。

安全への第一歩
令和６年定例会6月会議を6月4日から５日に開催しました。
６年度一般会計補正予算(第１号）は、５億３８３４万円を追加し、総額を
７７億４１３４万円としました。本議案は原案のとおり可決しました。
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こんなことが決まりました－６月会議での議案審議－

問答 問

答 問

答 問

答 問

答 問

答答 問問

答 問

補正
予算

こんなことが決まりました－６月会議での議案審議－
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一
般
質
問

町
政
を
問
う

６月会議では　　　が質問！！！

一問一答方式 事前通告

一般質問の全容 一人当たりの質問時間

　質問者の一つの質問に対して答弁者が
一つずつ答弁をするキャッチボール方式。

　質問内容は事前通告書として提出。事
前通告とは、一般質問する項目を町当局
に対してあらかじめ伝えておくための制度。

　掲載しているものは概要になります。
全ての内容は、数ヵ月後、会議録として
ホームページに掲載しますので、ぜひ
チェックしてみてください。

　議員の一人の質問時間は合計で
30分まで。
（町当局の答弁時間は含まず）

　議員は、町が行う取り組み内容や問題に関し、幅広く質問することができ
ます。これに対し、町は今後の事業の進め方や問題解決のための考え方を答
えます。一般質問は、町民の皆さんの声を届け、議員と町当局が話し合う貴
重な機会です。

熊谷 明美・・・８ページ鈴木 惠子・・・13ページ

佐藤 信輝・・・９ページ遠藤 喜二・・・14ページ

仁田 秀和・・・10ページ佐藤 直美・・・15ページ

鈴木　篤 ・・・11ページ

能勢 鯨太・・・12ページ

歌川　渡 ・・・16ページ

・プレコンセプションケアは
・胃内視鏡検査の導入を

・漁業就業者に対する支援は
・境山の交通安全対策を

・トイレ設置の考えは・広場を民間に貸与し運用しては
・水道設置デメリットだけ伝えたら

・自転車ヘルメットの着用促進を・夏休みまでに待機児童の解消は
・魅力ある観光地を目指す考えは

・家賃軽減措置の継続を
・小田小友線の交通障害解消を
・脳ドックの受診助成は

・消滅可能性自治体をどう捉える
・菖蒲田浜の交通安全対策

・避難所の保守管理は
・地区民合同運動会の見直しは
・敬老会事業の見直しは

９人

産業
交通安全

産業
暮らし

子育て
観光

暮らし
交通安全
健康

健康
健康

衛生

交通安全

防災
地域
福祉

まちづくり
交通安全

こんなことが決まりました－６月会議での議案審議－こんなことが決まりました－６月会議での議案審議－こんなことが決まりました－６月会議での議案審議－
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条
　
例
　
改
　
正

専
　
決
　
処
　
分

疑疑疑

質質質

答答答 問

補　正　予　算

〇６年度一般会計補正予算（第１号）　４㌻参照
〇６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
〇６年度水道事業会計補正予算（第１号）
〇６年度下水道事業会計補正予算（第１号）

条　例　改　正　ほ　か

〇家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める一部改正
〇宮城県後期高齢者医療広域連合規約の変更
〇特定復興産業集積区域における固定資産税及び都市計画税の課税免除に関する条例の一部改正
〇東日本大震災における原子力発電所の事故による災害被害者に対する国民健康保険税及び介護保険料の
　減免に関する条例の一部改正

定例会６月会議　提出議案採決結果一覧　（６/４～５）

提出された議案はすべて全会一致で可決されました。なお、議案名は略して記載しています。

●
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の一
部
改
正

内
容

 

保
育
士
お
よ
び
保
育
従
事

者
の
配
置
基
準
の
見
直
し
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
　
改
正
の
経
緯
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長
　

    

よ
り
安
心
安
全
な
状
態

に
す
る
た
め
に
、保
育
士
の

配
置
基
準
を
見
直
す
も
の
で

あ
る
。町
内
に
該
当
す
る
家

庭
的
保
育
事
業
所
は
な
い
。

●
町
税
条
例
の一
部
改
正

内
容

 

主
な
改
正
は
、個
人
住
民
税

の
特
別
税
額
控
除
規
定
の
新

設
、固
定
資
産
税
の
土
地
に

か
か
る
負
担
調
整
措
置
等
に

つ
い
て
、現
行
措
置
等
を
３

年
延
長
す
る
も
の
で
す
。

●
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

改
正

内
容

　
滞
在
快
適
性
等
向
上
施
設

等
に
お
い
て
道
路
等
の
公
共

施
設
と
合
わ
せ
て
、民
地
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペー
ス
化
等
を

行
っ
た
場
合
に
、課
税
標
準

の
特
例
割
合
を
町
で
規
定
す

る
も
の
で
す
。ま
た
評
価
替

に
か
か
る
適
用
年
度
の
更
新

お
よ
び
固
定
資
産
税
、土
地

に
か
か
る
負
担
調
整
措
置
の

適
用
期
限
を
３
年
延
長
す
る

も
の
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

内
容

 

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

と
、５
割
軽
減
２
割
軽
減
の

軽
減
判
定
所
得
基
準
額
の
引

き
上
げ
を
行
う
も
の
で
す
。

こんなことが決まりました－６月会議での議案審議－こんなことが決まりました－６月会議での議案審議－こんなことが決まりました－６月会議での議案審議－

　
町
議
会
の
権
限
に
属
す
る

軽
易
な
事
項
で
、そ
の
議
決

に
よ
り
特
に
指
定
し
た
も
の

は
、町
長
に
お
い
て
、専
決
処

分
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

専
決
処
分
を
し
た
と
き
は
、

町
長
は
こ
れ
を
議
会
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
）

専
決
処
分

専
決
処
分

専
決
処
分

ひ 

と 

口 

メ 

モ

　
道
路
や
公
園
、緑
地
、広

場
、食
事
施
設
、購
買
施
設
、

休
憩
施
設
、ア
ー
ケ
ー
ド
、

柵
、ベ
ン
チ
、街
灯
、花
壇
、

樹
木
な
ど
、滞
在
の
快
適
性

等
の
向
上
に
資
す
る
施
設

の
こ
と
。

滞
在
快
適
性
等
向
上
施
設
等

滞
在
快
適
性
等
向
上
施
設
等

滞
在
快
適
性
等
向
上
施
設
等

　
宅
地
等
の
固
定
資
産
に
お

け
る
課
税
の
公
平
の
観
点
か

ら
、負
担
水
準
の
均
衡
化
を

進
め
る
こ
と
、課
税
標
準
額

の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ

れ
た
措
置
の
こ
と
。

負
担
調
整
措
置

負
担
調
整
措
置

負
担
調
整
措
置

議案
審議
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整
措
置

議案
審議



町
長
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は

　情
報
提
供
や
周
知
を
図
る

胃内視鏡検査の導入を
町長 実施方法や必要性を検討したい

トイレ設置の考えは
町長 具体化に向けて進めていきたい

答 問答 問答 問

答 問答 問

答答 問問

答 問答 問

答 問答 問答 問

　
　
第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は 

　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が
多

岐
に
わ
た
り
利
用
す
る
施
設

で
あ
る
。利
用
者
が
道
路
横

断
の
危
険
を
伴
い
、ア
ク
ア

リ
ー
ナ
施
設
の
ト
イ
レ
を
利

用
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

水
道
が
布
設
さ
れ
た
こ
と
で

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
教
育
長
　
第
２
ス
ポ
ー

　
　
ツ
広
場
は
、産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
で
あ
り
、構

造
物
の
設
置
等
に
極
め
て
厳

し
い
制
限
が
あ
る
中
で
、平

成
10
年
に
多
目
的
に
利
活
用

が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
整
備
を
行
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。令
和
４
年
度
に
布
設

し
た
水
道
設
備
は
、あ
く
ま

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
散
水
を
目

的
と
し
た
設
備
で
あ
る
。水

洗
ト
イ
レ
の
設
備
を
行
う
場

合
は
、建
屋
建
築
の
許
可
や

町
の
下
水
道
計
画
の
変
更
に

よ
り
期
間
が
か
か
り
、加
え

て
下
水
道
整
備
へ
多
額
の
事

業
費
も
必
要
と
な
る
。し
か

し
な
が
ら
、利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
ト
イ
レ
の
設
置
要
望

も
あ
り
利
用
者
数
も
増
加
し

て
い
る
た
め
ト
イ
レ
設
置
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。こ

れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る

事
を
含
め
、対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
地
形
な
ど
の
影
響
で
水

　
　
洗
ト
イ
レ
に
す
る
こ
と

が
困
難
な
住
宅
の
場
合
は
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
る
の
か
。

　
　
上
下
水
道
事
業
所
長
　

　
　
下
水
道
区
域
内
の
方
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、合

併
処
理
浄
化
槽
で
の
解
消
を

進
め
て
い
る
が
、区
域
外
の

場
合
は
個
人
負
担
で
あ
る
。

ど
う
し
て
も
下
水
道
に
設
置

が
で
き
な
い
場
合
は
、
一
部

補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
第

２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
エ
リ
ア

は
浄
化
槽
で
の
対
応
と
な
る
。

　
　
女
性
の
健
康
課
題
へ
の

　
　
理
解
と
支
援
は
社
会
や

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

厚
生
労
働
省
が
体
制
整
備
を

図
る
と
し
て
い
る
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
活
用
は
。

　
　
町
長
　
若
い
世
代
が
健

　
　
康
へ
の
知
識
を
持
つ
た

め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援

体
制
が
必
要
で
あ
る
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
小
・
中

学
校
で
は
妊
娠
・
出
産
等
に

関
す
る
授
業
の
実
施
や
母
子

手
帳
交
付
の
際
に
は
妊
娠
中

の
食
生
活
な
ど
健
康
に
関
す

る
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

　
　
若
い
世
代
が
、将
来
の

　
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え

て
日
々
の
生
活
や
健
康
づ
く

り
に
向
き
合
う
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
情
報
提

供
や
周
知
は
。

　
　
昨
年
開
催
し
た「
親
子

　
　
す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ
」

で
子
宮
が
ん
検
診
啓
発
等
、

情
報
提
供
し
て
い
る
。今
後

も
、各
種
事
業
や
健
診
等
の

機
会
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活

用
な
ど
で
、広
く
情
報
提
供

や
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
丁

　
　
寧
に
分
か
り
や
す
く
し
、

男
女
ご
と
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
掲
載
や
活
用「
ス
マ
ー

ト
保
健
相
談
室
」「
健
や
か

親
子
21
」等
の
紹
介
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

「
プ
レ
コ
ン
ノ
ー
ト
」
や

「
ス
マ
ー
ト
保
健
相
談
室
」

等
を
リ
ン
ク
付
け
し
て
い
る
。

若
い
人
へ
の
積
極
的
な
周
知

に
関
し
て
、
ど
う
い
っ
た
も

の
が
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　
日
本
人
の
病
気
に
よ
る

　
　
死
因
の
ト
ッ
プ
は
が
ん

で
あ
り
、予
防
や
早
期
発
見

が
大
切
で
あ
る
。本
町
の
胃

が
ん
検
診
は
胃
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
で
、検
査
の
際
に
飲

む
バ
リ
ウ
ム
は
、飲
み
込
み

が
大
変
で
誤
嚥
や
検
査
後
の

排
便
等
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
。早
期
胃
が
ん
の
発
見
率

が
高
い
と
さ
れ
る
胃
内
視
鏡

検
査
（
胃
カ
メ
ラ
検
査
）
を

導
入
し
、受
診
方
法
を
選
択

制
に
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
実
施
体
制
整
備

　
　
や
検
査
結
果
を
踏
ま
え

た
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
確
立
が

重
要
で
あ
る
。近
隣
市
町
の

動
向
も
注
視
し
つ
つ
、実
施

方
法
お
よ
び
必
要
性
、費
用

対
効
果
も
含
め
検
討
し
た
い
。

　
　
２
０
３
５
年
ま
で
の
町

　
　
汚
水
基
本
構
想
図
で
は

第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
下
水

管
が
通
る
見
込
み
が
な
い
。

本
町
で
は
、水
洗
化
と
水
質

汚
濁
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
推

進
し
て
い
る
。東
日
本
大
震

災
時
の
全
損
率
は
３
・
８
％

で
あ
り
災
害
時
に
も
対
応
で

き
る
浄
化
槽
式
ト
イ
レ
を
第

２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
へ
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
公
共
下
水
道
を

　
　
整
備
す
る
の
は
難
し
い

た
め
、浄
化
槽
が
妥
当
と
考

え
て
い
る
。ト
イ
レ
を
作
る

際
、ど
の
く
ら
い
の
事
業
な

の
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
浄
化
槽
の
基
準
も

あ
り
、
場
所
も
含
め
て
具
体

化
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
設
置
場
所
な
ど
確
保
で

　
　
き
れ
ば
設
置
は
可
能
か
。 

　
　
子
ど
も
た
ち
の
利
用
者

　
　
が
多
い
の
で
道
路
横
断

回
避
を
含
め
、ど
の
場
所
が

一
番
適
当
な
の
か
、事
業
費

や
場
所
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。ま
た
産
廃
処
分
場
で
あ

る
た
め
安
全
管
理
な
ど
、時

期
は
明
言
で
き
な
い
が
、前

向
き
に
考
え
て
い
く
。

　
　
か
つ
て
ア
ク
ア
リ
ー
ナ

　
　
を
含
む
第
２
ス
ポ
ー
ツ

広
場
一
帯
は
灰
捨
て
場
で
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ

で
土
地
所
有
者
を
含
め
ト
イ

レ
設
置
に
お
け
る
工
事
関
係

各
社
に
よ
る
と
、
電
源
や
排

水
も
含
め
、
駐
車
場
内
に
設

置
可
能
な
場
所
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
場
所
へ
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
電
源
や
水
道
含
め
、そ

　
　
の
辺
が
妥
当
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。敷
地
は
町
有

地
も
あ
る
が
電
力
会
社
の
用

地
も
あ
る
。産
廃
処
理
場
と

言
う
位
置
付
け
で
、グ
ラ
ウ

ン
ド
に
利
用
し
て
い
る
の
は

特
殊
で
、電
力
会
社
の
協
力

の
も
と
に
や
っ
て
い
る
。
そ

の
辺
も
含
め
、
整
理
し
て
位

置
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
町
指
定
文
化
財
で
も
あ

　
　
る
鼻
節
神
社
・
花
淵
灯

台
の
観
光
名
所
に
ト
イ
レ
設

置
の
考
え
は
。

　
　
鼻
節
神
社
付
近
へ
訪
れ

　
　
る
方
々
は
、
花
渕
浜
多

目
的
広
場
に
あ
る
公
衆
用
ト

イ
レ
を
利
用
し
て
い
る
。町

内
の
神
社
仏
閣
に
関
わ
る
施

設
で
町
が
設
置
す
る
ト
イ
レ

は
な
い
こ
と
や
、政
教
分
離

の
観
点
な
ど
も
含
め
総
合
的

に
判
断
す
る
が
現
時
点
で
は

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ

　
　
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

令
和
４
年
４
月
に
積
極
的
勧

奨
が
再
開
さ
れ
、そ
れ
と
同

時
に
定
期
接
種
を
逃
し
た
女

性
を
対
象
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
３

年
間
の
期
間
限
定
に
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
費

用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。

今
年
度
末
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
は
終
了
だ
が
、
希
望

者
が
接
種
漏
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
最
終
通
知
や
他
の

周
知
方
法
の
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
対
象
者
に
は
予
診
票
を

同
封
し
て
個
別
通
知
し
て
い

る
。ま
ち
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

広
報
紙「
ぐ
る
り
ん
こ
」な

ど
で
周
知
し
て
い
る
。

　
　
日
本
で
は
、男
性
本
人

　
　
や
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
感

染
予
防
、
肛
門
が
ん
、
尖
圭

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
予
防
等
を

目
的
と
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
４
価
ワ

ク
チ
ン
を
９
歳
以
上
の
男
性

が
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
周
知
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
国
の
動
向
を
注

　
　
視
し
た
い
。

　
　
第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は 

　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が
多

岐
に
わ
た
り
利
用
す
る
施
設

で
あ
る
。利
用
者
が
道
路
横

断
の
危
険
を
伴
い
、ア
ク
ア

リ
ー
ナ
施
設
の
ト
イ
レ
を
利

用
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

水
道
が
布
設
さ
れ
た
こ
と
で

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
教
育
長
　
第
２
ス
ポ
ー

　
　
ツ
広
場
は
、産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
で
あ
り
、構

造
物
の
設
置
等
に
極
め
て
厳

し
い
制
限
が
あ
る
中
で
、平

成
10
年
に
多
目
的
に
利
活
用

が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
整
備
を
行
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。令
和
４
年
度
に
布
設

し
た
水
道
設
備
は
、あ
く
ま

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
散
水
を
目

的
と
し
た
設
備
で
あ
る
。水

洗
ト
イ
レ
の
設
備
を
行
う
場

合
は
、建
屋
建
築
の
許
可
や

町
の
下
水
道
計
画
の
変
更
に

よ
り
期
間
が
か
か
り
、加
え

て
下
水
道
整
備
へ
多
額
の
事

業
費
も
必
要
と
な
る
。し
か

し
な
が
ら
、利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
ト
イ
レ
の
設
置
要
望

も
あ
り
利
用
者
数
も
増
加
し

て
い
る
た
め
ト
イ
レ
設
置
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。こ

れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る

事
を
含
め
、対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
地
形
な
ど
の
影
響
で
水

　
　
洗
ト
イ
レ
に
す
る
こ
と

が
困
難
な
住
宅
の
場
合
は
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
る
の
か
。

　
　
上
下
水
道
事
業
所
長
　

　
　
下
水
道
区
域
内
の
方
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、合

併
処
理
浄
化
槽
で
の
解
消
を

進
め
て
い
る
が
、区
域
外
の

場
合
は
個
人
負
担
で
あ
る
。

ど
う
し
て
も
下
水
道
に
設
置

が
で
き
な
い
場
合
は
、
一
部

補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
第

２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
エ
リ
ア

は
浄
化
槽
で
の
対
応
と
な
る
。

　
　
女
性
の
健
康
課
題
へ
の

　
　
理
解
と
支
援
は
社
会
や

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

厚
生
労
働
省
が
体
制
整
備
を

図
る
と
し
て
い
る
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
活
用
は
。

　
　
町
長
　
若
い
世
代
が
健

　
　
康
へ
の
知
識
を
持
つ
た

め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援

体
制
が
必
要
で
あ
る
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
小
・
中

学
校
で
は
妊
娠
・
出
産
等
に

関
す
る
授
業
の
実
施
や
母
子

手
帳
交
付
の
際
に
は
妊
娠
中

の
食
生
活
な
ど
健
康
に
関
す

る
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

　
　
若
い
世
代
が
、将
来
の

　
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え

て
日
々
の
生
活
や
健
康
づ
く

り
に
向
き
合
う
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
情
報
提

供
や
周
知
は
。

　
　
昨
年
開
催
し
た「
親
子

　
　
す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ
」

で
子
宮
が
ん
検
診
啓
発
等
、

情
報
提
供
し
て
い
る
。今
後

も
、各
種
事
業
や
健
診
等
の

機
会
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活

用
な
ど
で
、広
く
情
報
提
供

や
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
丁

　
　
寧
に
分
か
り
や
す
く
し
、

男
女
ご
と
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
掲
載
や
活
用「
ス
マ
ー

ト
保
健
相
談
室
」「
健
や
か

親
子
21
」等
の
紹
介
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

「
プ
レ
コ
ン
ノ
ー
ト
」
や

「
ス
マ
ー
ト
保
健
相
談
室
」

等
を
リ
ン
ク
付
け
し
て
い
る
。

若
い
人
へ
の
積
極
的
な
周
知

に
関
し
て
、
ど
う
い
っ
た
も

の
が
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　
日
本
人
の
病
気
に
よ
る

　
　
死
因
の
ト
ッ
プ
は
が
ん

で
あ
り
、予
防
や
早
期
発
見

が
大
切
で
あ
る
。本
町
の
胃

が
ん
検
診
は
胃
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
で
、検
査
の
際
に
飲

む
バ
リ
ウ
ム
は
、飲
み
込
み

が
大
変
で
誤
嚥
や
検
査
後
の

排
便
等
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
。早
期
胃
が
ん
の
発
見
率

が
高
い
と
さ
れ
る
胃
内
視
鏡

検
査
（
胃
カ
メ
ラ
検
査
）
を

導
入
し
、受
診
方
法
を
選
択

制
に
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
実
施
体
制
整
備

　
　
や
検
査
結
果
を
踏
ま
え

た
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
確
立
が

重
要
で
あ
る
。近
隣
市
町
の

動
向
も
注
視
し
つ
つ
、実
施

方
法
お
よ
び
必
要
性
、費
用

対
効
果
も
含
め
検
討
し
た
い
。

　
　
２
０
３
５
年
ま
で
の
町

　
　
汚
水
基
本
構
想
図
で
は

第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
下
水

管
が
通
る
見
込
み
が
な
い
。

本
町
で
は
、水
洗
化
と
水
質

汚
濁
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
推

進
し
て
い
る
。東
日
本
大
震

災
時
の
全
損
率
は
３
・
８
％

で
あ
り
災
害
時
に
も
対
応
で

き
る
浄
化
槽
式
ト
イ
レ
を
第

２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
へ
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
公
共
下
水
道
を

　
　
整
備
す
る
の
は
難
し
い

た
め
、浄
化
槽
が
妥
当
と
考

え
て
い
る
。ト
イ
レ
を
作
る

際
、ど
の
く
ら
い
の
事
業
な

の
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
浄
化
槽
の
基
準
も

あ
り
、
場
所
も
含
め
て
具
体

化
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
設
置
場
所
な
ど
確
保
で

　
　
き
れ
ば
設
置
は
可
能
か
。 

　
　
子
ど
も
た
ち
の
利
用
者

　
　
が
多
い
の
で
道
路
横
断

回
避
を
含
め
、ど
の
場
所
が

一
番
適
当
な
の
か
、事
業
費

や
場
所
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。ま
た
産
廃
処
分
場
で
あ

る
た
め
安
全
管
理
な
ど
、時

期
は
明
言
で
き
な
い
が
、前

向
き
に
考
え
て
い
く
。

　
　
か
つ
て
ア
ク
ア
リ
ー
ナ

　
　
を
含
む
第
２
ス
ポ
ー
ツ

広
場
一
帯
は
灰
捨
て
場
で
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ

で
土
地
所
有
者
を
含
め
ト
イ

レ
設
置
に
お
け
る
工
事
関
係

各
社
に
よ
る
と
、
電
源
や
排

水
も
含
め
、
駐
車
場
内
に
設

置
可
能
な
場
所
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
場
所
へ
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
電
源
や
水
道
含
め
、そ

　
　
の
辺
が
妥
当
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。敷
地
は
町
有

地
も
あ
る
が
電
力
会
社
の
用

地
も
あ
る
。産
廃
処
理
場
と

言
う
位
置
付
け
で
、グ
ラ
ウ

ン
ド
に
利
用
し
て
い
る
の
は

特
殊
で
、電
力
会
社
の
協
力

の
も
と
に
や
っ
て
い
る
。
そ

の
辺
も
含
め
、
整
理
し
て
位

置
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
町
指
定
文
化
財
で
も
あ

　
　
る
鼻
節
神
社
・
花
淵
灯

台
の
観
光
名
所
に
ト
イ
レ
設

置
の
考
え
は
。

　
　
鼻
節
神
社
付
近
へ
訪
れ

　
　
る
方
々
は
、
花
渕
浜
多

目
的
広
場
に
あ
る
公
衆
用
ト

イ
レ
を
利
用
し
て
い
る
。町

内
の
神
社
仏
閣
に
関
わ
る
施

設
で
町
が
設
置
す
る
ト
イ
レ

は
な
い
こ
と
や
、政
教
分
離

の
観
点
な
ど
も
含
め
総
合
的

に
判
断
す
る
が
現
時
点
で
は

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ

　
　
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

令
和
４
年
４
月
に
積
極
的
勧

奨
が
再
開
さ
れ
、そ
れ
と
同

時
に
定
期
接
種
を
逃
し
た
女

性
を
対
象
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
３

年
間
の
期
間
限
定
に
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
費

用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。

今
年
度
末
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
は
終
了
だ
が
、
希
望

者
が
接
種
漏
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
最
終
通
知
や
他
の

周
知
方
法
の
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
対
象
者
に
は
予
診
票
を

同
封
し
て
個
別
通
知
し
て
い

る
。ま
ち
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

広
報
紙「
ぐ
る
り
ん
こ
」な

ど
で
周
知
し
て
い
る
。

　
　
日
本
で
は
、男
性
本
人

　
　
や
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
感

染
予
防
、
肛
門
が
ん
、
尖
圭

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
予
防
等
を

目
的
と
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
４
価
ワ

ク
チ
ン
を
９
歳
以
上
の
男
性

が
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
周
知
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
国
の
動
向
を
注

　
　
視
し
た
い
。

佐　藤　信　輝
さ と う の ぶ て る

熊　谷　明　美
く ま が い あ け み

にぎわいがある第２スポーツ広場

世界各国から参拝に訪れる鼻節神社

ご
え
ん

せ
ん
け
い

お
だ
く

町の考えを聞く 一 般 質 問問

第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は

鼻
節
神
社
は

⑨ しちがはま議会だより　第160号　令和６年８月１日発行 しちがはま議会だより　第160号　令和６年８月１日発行 ⑧

　
プ
レ
は「
〜
の
前
」コ

ン
セ
プ
シ
ョ
ン
は「
受

精
・
懐
妊
」の
こ
と
。妊

娠
・
出
産
に
関
わ
ら
ず

若
い
世
代
が
将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
、

日
々
の
生
活
や
健
康
と

向
き
合
う
こ
と
。

ひ 

と 

口 

メ 

モ

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン



町
長
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
は

　情
報
提
供
や
周
知
を
図
る

胃内視鏡検査の導入を
町長 実施方法や必要性を検討したい

トイレ設置の考えは
町長 具体化に向けて進めていきたい

答 問答 問答 問

答 問答 問

答答 問問

答 問答 問

答 問答 問答 問

　
　
第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は 

　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が
多

岐
に
わ
た
り
利
用
す
る
施
設

で
あ
る
。利
用
者
が
道
路
横

断
の
危
険
を
伴
い
、ア
ク
ア

リ
ー
ナ
施
設
の
ト
イ
レ
を
利

用
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

水
道
が
布
設
さ
れ
た
こ
と
で

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
教
育
長
　
第
２
ス
ポ
ー

　
　
ツ
広
場
は
、産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
で
あ
り
、構

造
物
の
設
置
等
に
極
め
て
厳

し
い
制
限
が
あ
る
中
で
、平

成
10
年
に
多
目
的
に
利
活
用

が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
整
備
を
行
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。令
和
４
年
度
に
布
設

し
た
水
道
設
備
は
、あ
く
ま

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
散
水
を
目

的
と
し
た
設
備
で
あ
る
。水

洗
ト
イ
レ
の
設
備
を
行
う
場

合
は
、建
屋
建
築
の
許
可
や

町
の
下
水
道
計
画
の
変
更
に

よ
り
期
間
が
か
か
り
、加
え

て
下
水
道
整
備
へ
多
額
の
事

業
費
も
必
要
と
な
る
。し
か

し
な
が
ら
、利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
ト
イ
レ
の
設
置
要
望

も
あ
り
利
用
者
数
も
増
加
し

て
い
る
た
め
ト
イ
レ
設
置
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。こ

れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る

事
を
含
め
、対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
地
形
な
ど
の
影
響
で
水

　
　
洗
ト
イ
レ
に
す
る
こ
と

が
困
難
な
住
宅
の
場
合
は
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
る
の
か
。

　
　
上
下
水
道
事
業
所
長
　

　
　
下
水
道
区
域
内
の
方
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、合

併
処
理
浄
化
槽
で
の
解
消
を

進
め
て
い
る
が
、区
域
外
の

場
合
は
個
人
負
担
で
あ
る
。

ど
う
し
て
も
下
水
道
に
設
置

が
で
き
な
い
場
合
は
、
一
部

補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
第

２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
エ
リ
ア

は
浄
化
槽
で
の
対
応
と
な
る
。

　
　
女
性
の
健
康
課
題
へ
の

　
　
理
解
と
支
援
は
社
会
や

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

厚
生
労
働
省
が
体
制
整
備
を

図
る
と
し
て
い
る
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
活
用
は
。

　
　
町
長
　
若
い
世
代
が
健

　
　
康
へ
の
知
識
を
持
つ
た

め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援

体
制
が
必
要
で
あ
る
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
小
・
中

学
校
で
は
妊
娠
・
出
産
等
に

関
す
る
授
業
の
実
施
や
母
子

手
帳
交
付
の
際
に
は
妊
娠
中

の
食
生
活
な
ど
健
康
に
関
す

る
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

　
　
若
い
世
代
が
、将
来
の

　
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え

て
日
々
の
生
活
や
健
康
づ
く

り
に
向
き
合
う
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
情
報
提

供
や
周
知
は
。

　
　
昨
年
開
催
し
た「
親
子

　
　
す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ
」

で
子
宮
が
ん
検
診
啓
発
等
、

情
報
提
供
し
て
い
る
。今
後

も
、各
種
事
業
や
健
診
等
の

機
会
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活

用
な
ど
で
、広
く
情
報
提
供

や
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
丁

　
　
寧
に
分
か
り
や
す
く
し
、

男
女
ご
と
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
掲
載
や
活
用「
ス
マ
ー

ト
保
健
相
談
室
」「
健
や
か

親
子
21
」等
の
紹
介
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

「
プ
レ
コ
ン
ノ
ー
ト
」
や

「
ス
マ
ー
ト
保
健
相
談
室
」

等
を
リ
ン
ク
付
け
し
て
い
る
。

若
い
人
へ
の
積
極
的
な
周
知

に
関
し
て
、
ど
う
い
っ
た
も

の
が
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　
日
本
人
の
病
気
に
よ
る

　
　
死
因
の
ト
ッ
プ
は
が
ん

で
あ
り
、予
防
や
早
期
発
見

が
大
切
で
あ
る
。本
町
の
胃

が
ん
検
診
は
胃
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
で
、検
査
の
際
に
飲

む
バ
リ
ウ
ム
は
、飲
み
込
み

が
大
変
で
誤
嚥
や
検
査
後
の

排
便
等
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
。早
期
胃
が
ん
の
発
見
率

が
高
い
と
さ
れ
る
胃
内
視
鏡

検
査
（
胃
カ
メ
ラ
検
査
）
を

導
入
し
、受
診
方
法
を
選
択

制
に
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
実
施
体
制
整
備

　
　
や
検
査
結
果
を
踏
ま
え

た
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
確
立
が

重
要
で
あ
る
。近
隣
市
町
の

動
向
も
注
視
し
つ
つ
、実
施

方
法
お
よ
び
必
要
性
、費
用

対
効
果
も
含
め
検
討
し
た
い
。

　
　
２
０
３
５
年
ま
で
の
町

　
　
汚
水
基
本
構
想
図
で
は

第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
下
水

管
が
通
る
見
込
み
が
な
い
。

本
町
で
は
、水
洗
化
と
水
質

汚
濁
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
推

進
し
て
い
る
。東
日
本
大
震

災
時
の
全
損
率
は
３
・
８
％

で
あ
り
災
害
時
に
も
対
応
で

き
る
浄
化
槽
式
ト
イ
レ
を
第

２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
へ
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
公
共
下
水
道
を

　
　
整
備
す
る
の
は
難
し
い

た
め
、浄
化
槽
が
妥
当
と
考

え
て
い
る
。ト
イ
レ
を
作
る

際
、ど
の
く
ら
い
の
事
業
な

の
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
浄
化
槽
の
基
準
も

あ
り
、
場
所
も
含
め
て
具
体

化
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
設
置
場
所
な
ど
確
保
で

　
　
き
れ
ば
設
置
は
可
能
か
。 

　
　
子
ど
も
た
ち
の
利
用
者

　
　
が
多
い
の
で
道
路
横
断

回
避
を
含
め
、ど
の
場
所
が

一
番
適
当
な
の
か
、事
業
費

や
場
所
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。ま
た
産
廃
処
分
場
で
あ

る
た
め
安
全
管
理
な
ど
、時

期
は
明
言
で
き
な
い
が
、前

向
き
に
考
え
て
い
く
。

　
　
か
つ
て
ア
ク
ア
リ
ー
ナ

　
　
を
含
む
第
２
ス
ポ
ー
ツ

広
場
一
帯
は
灰
捨
て
場
で
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ

で
土
地
所
有
者
を
含
め
ト
イ

レ
設
置
に
お
け
る
工
事
関
係

各
社
に
よ
る
と
、
電
源
や
排

水
も
含
め
、
駐
車
場
内
に
設

置
可
能
な
場
所
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
場
所
へ
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
電
源
や
水
道
含
め
、そ

　
　
の
辺
が
妥
当
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。敷
地
は
町
有

地
も
あ
る
が
電
力
会
社
の
用

地
も
あ
る
。産
廃
処
理
場
と

言
う
位
置
付
け
で
、グ
ラ
ウ

ン
ド
に
利
用
し
て
い
る
の
は

特
殊
で
、電
力
会
社
の
協
力

の
も
と
に
や
っ
て
い
る
。
そ

の
辺
も
含
め
、
整
理
し
て
位

置
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
町
指
定
文
化
財
で
も
あ

　
　
る
鼻
節
神
社
・
花
淵
灯

台
の
観
光
名
所
に
ト
イ
レ
設

置
の
考
え
は
。

　
　
鼻
節
神
社
付
近
へ
訪
れ

　
　
る
方
々
は
、
花
渕
浜
多

目
的
広
場
に
あ
る
公
衆
用
ト

イ
レ
を
利
用
し
て
い
る
。町

内
の
神
社
仏
閣
に
関
わ
る
施

設
で
町
が
設
置
す
る
ト
イ
レ

は
な
い
こ
と
や
、政
教
分
離

の
観
点
な
ど
も
含
め
総
合
的

に
判
断
す
る
が
現
時
点
で
は

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ

　
　
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

令
和
４
年
４
月
に
積
極
的
勧

奨
が
再
開
さ
れ
、そ
れ
と
同

時
に
定
期
接
種
を
逃
し
た
女

性
を
対
象
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
３

年
間
の
期
間
限
定
に
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
費

用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。

今
年
度
末
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
は
終
了
だ
が
、
希
望

者
が
接
種
漏
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
最
終
通
知
や
他
の

周
知
方
法
の
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
対
象
者
に
は
予
診
票
を

同
封
し
て
個
別
通
知
し
て
い

る
。ま
ち
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

広
報
紙「
ぐ
る
り
ん
こ
」な

ど
で
周
知
し
て
い
る
。

　
　
日
本
で
は
、男
性
本
人

　
　
や
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
感

染
予
防
、
肛
門
が
ん
、
尖
圭

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
予
防
等
を

目
的
と
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
４
価
ワ

ク
チ
ン
を
９
歳
以
上
の
男
性

が
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
周
知
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
国
の
動
向
を
注

　
　
視
し
た
い
。

　
　
第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は 

　
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
方
が
多

岐
に
わ
た
り
利
用
す
る
施
設

で
あ
る
。利
用
者
が
道
路
横

断
の
危
険
を
伴
い
、ア
ク
ア

リ
ー
ナ
施
設
の
ト
イ
レ
を
利

用
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

水
道
が
布
設
さ
れ
た
こ
と
で

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
教
育
長
　
第
２
ス
ポ
ー

　
　
ツ
広
場
は
、産
業
廃
棄

物
最
終
処
分
場
で
あ
り
、構

造
物
の
設
置
等
に
極
め
て
厳

し
い
制
限
が
あ
る
中
で
、平

成
10
年
に
多
目
的
に
利
活
用

が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
整
備
を
行
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。令
和
４
年
度
に
布
設

し
た
水
道
設
備
は
、あ
く
ま

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
散
水
を
目

的
と
し
た
設
備
で
あ
る
。水

洗
ト
イ
レ
の
設
備
を
行
う
場

合
は
、建
屋
建
築
の
許
可
や

町
の
下
水
道
計
画
の
変
更
に

よ
り
期
間
が
か
か
り
、加
え

て
下
水
道
整
備
へ
多
額
の
事

業
費
も
必
要
と
な
る
。し
か

し
な
が
ら
、利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
で
ト
イ
レ
の
設
置
要
望

も
あ
り
利
用
者
数
も
増
加
し

て
い
る
た
め
ト
イ
レ
設
置
の

必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。こ

れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る

事
を
含
め
、対
応
を
検
討
し

て
い
く
。

　
　
地
形
な
ど
の
影
響
で
水

　
　
洗
ト
イ
レ
に
す
る
こ
と

が
困
難
な
住
宅
の
場
合
は
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
指
導

し
て
る
の
か
。

　
　
上
下
水
道
事
業
所
長
　

　
　
下
水
道
区
域
内
の
方
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、合

併
処
理
浄
化
槽
で
の
解
消
を

進
め
て
い
る
が
、区
域
外
の

場
合
は
個
人
負
担
で
あ
る
。

ど
う
し
て
も
下
水
道
に
設
置

が
で
き
な
い
場
合
は
、
一
部

補
助
金
を
出
し
て
い
る
。
第

２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
エ
リ
ア

は
浄
化
槽
で
の
対
応
と
な
る
。

　
　
女
性
の
健
康
課
題
へ
の

　
　
理
解
と
支
援
は
社
会
や

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

厚
生
労
働
省
が
体
制
整
備
を

図
る
と
し
て
い
る
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
活
用
は
。

　
　
町
長
　
若
い
世
代
が
健

　
　
康
へ
の
知
識
を
持
つ
た

め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援

体
制
が
必
要
で
あ
る
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
小
・
中

学
校
で
は
妊
娠
・
出
産
等
に

関
す
る
授
業
の
実
施
や
母
子

手
帳
交
付
の
際
に
は
妊
娠
中

の
食
生
活
な
ど
健
康
に
関
す

る
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

　
　
若
い
世
代
が
、将
来
の

　
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え

て
日
々
の
生
活
や
健
康
づ
く

り
に
向
き
合
う
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
情
報
提

供
や
周
知
は
。

　
　
昨
年
開
催
し
た「
親
子

　
　
す
ま
い
る
フ
ェ
ス
タ
」

で
子
宮
が
ん
検
診
啓
発
等
、

情
報
提
供
し
て
い
る
。今
後

も
、各
種
事
業
や
健
診
等
の

機
会
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活

用
な
ど
で
、広
く
情
報
提
供

や
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
丁

　
　
寧
に
分
か
り
や
す
く
し
、

男
女
ご
と
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
掲
載
や
活
用「
ス
マ
ー

ト
保
健
相
談
室
」「
健
や
か

親
子
21
」等
の
紹
介
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

「
プ
レ
コ
ン
ノ
ー
ト
」
や

「
ス
マ
ー
ト
保
健
相
談
室
」

等
を
リ
ン
ク
付
け
し
て
い
る
。

若
い
人
へ
の
積
極
的
な
周
知

に
関
し
て
、
ど
う
い
っ
た
も

の
が
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　
日
本
人
の
病
気
に
よ
る

　
　
死
因
の
ト
ッ
プ
は
が
ん

で
あ
り
、予
防
や
早
期
発
見

が
大
切
で
あ
る
。本
町
の
胃

が
ん
検
診
は
胃
部
エ
ッ
ク
ス

線
検
査
で
、検
査
の
際
に
飲

む
バ
リ
ウ
ム
は
、飲
み
込
み

が
大
変
で
誤
嚥
や
検
査
後
の

排
便
等
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
。早
期
胃
が
ん
の
発
見
率

が
高
い
と
さ
れ
る
胃
内
視
鏡

検
査
（
胃
カ
メ
ラ
検
査
）
を

導
入
し
、受
診
方
法
を
選
択

制
に
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
実
施
体
制
整
備

　
　
や
検
査
結
果
を
踏
ま
え

た
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
確
立
が

重
要
で
あ
る
。近
隣
市
町
の

動
向
も
注
視
し
つ
つ
、実
施

方
法
お
よ
び
必
要
性
、費
用

対
効
果
も
含
め
検
討
し
た
い
。

　
　
２
０
３
５
年
ま
で
の
町

　
　
汚
水
基
本
構
想
図
で
は

第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
下
水

管
が
通
る
見
込
み
が
な
い
。

本
町
で
は
、水
洗
化
と
水
質

汚
濁
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
推

進
し
て
い
る
。東
日
本
大
震

災
時
の
全
損
率
は
３
・
８
％

で
あ
り
災
害
時
に
も
対
応
で

き
る
浄
化
槽
式
ト
イ
レ
を
第

２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
へ
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
公
共
下
水
道
を

　
　
整
備
す
る
の
は
難
し
い

た
め
、浄
化
槽
が
妥
当
と
考

え
て
い
る
。ト
イ
レ
を
作
る

際
、ど
の
く
ら
い
の
事
業
な

の
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
浄
化
槽
の
基
準
も

あ
り
、
場
所
も
含
め
て
具
体

化
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
設
置
場
所
な
ど
確
保
で

　
　
き
れ
ば
設
置
は
可
能
か
。 

　
　
子
ど
も
た
ち
の
利
用
者

　
　
が
多
い
の
で
道
路
横
断

回
避
を
含
め
、ど
の
場
所
が

一
番
適
当
な
の
か
、事
業
費

や
場
所
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。ま
た
産
廃
処
分
場
で
あ

る
た
め
安
全
管
理
な
ど
、時

期
は
明
言
で
き
な
い
が
、前

向
き
に
考
え
て
い
く
。

　
　
か
つ
て
ア
ク
ア
リ
ー
ナ

　
　
を
含
む
第
２
ス
ポ
ー
ツ

広
場
一
帯
は
灰
捨
て
場
で
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
こ

で
土
地
所
有
者
を
含
め
ト
イ

レ
設
置
に
お
け
る
工
事
関
係

各
社
に
よ
る
と
、
電
源
や
排

水
も
含
め
、
駐
車
場
内
に
設

置
可
能
な
場
所
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
場
所
へ
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
電
源
や
水
道
含
め
、そ

　
　
の
辺
が
妥
当
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
る
。敷
地
は
町
有

地
も
あ
る
が
電
力
会
社
の
用

地
も
あ
る
。産
廃
処
理
場
と

言
う
位
置
付
け
で
、グ
ラ
ウ

ン
ド
に
利
用
し
て
い
る
の
は

特
殊
で
、電
力
会
社
の
協
力

の
も
と
に
や
っ
て
い
る
。
そ

の
辺
も
含
め
、
整
理
し
て
位

置
な
ど
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
町
指
定
文
化
財
で
も
あ

　
　
る
鼻
節
神
社
・
花
淵
灯

台
の
観
光
名
所
に
ト
イ
レ
設

置
の
考
え
は
。

　
　
鼻
節
神
社
付
近
へ
訪
れ

　
　
る
方
々
は
、
花
渕
浜
多

目
的
広
場
に
あ
る
公
衆
用
ト

イ
レ
を
利
用
し
て
い
る
。町

内
の
神
社
仏
閣
に
関
わ
る
施

設
で
町
が
設
置
す
る
ト
イ
レ

は
な
い
こ
と
や
、政
教
分
離

の
観
点
な
ど
も
含
め
総
合
的

に
判
断
す
る
が
現
時
点
で
は

公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
Ｈ

　
　
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

令
和
４
年
４
月
に
積
極
的
勧

奨
が
再
開
さ
れ
、そ
れ
と
同

時
に
定
期
接
種
を
逃
し
た
女

性
を
対
象
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
は
３

年
間
の
期
間
限
定
に
な
っ
て

お
り
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
費

用
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。

今
年
度
末
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
は
終
了
だ
が
、
希
望

者
が
接
種
漏
れ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
最
終
通
知
や
他
の

周
知
方
法
の
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
対
象
者
に
は
予
診
票
を

同
封
し
て
個
別
通
知
し
て
い

る
。ま
ち
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

広
報
紙「
ぐ
る
り
ん
こ
」な

ど
で
周
知
し
て
い
る
。

　
　
日
本
で
は
、男
性
本
人

　
　
や
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
感

染
予
防
、
肛
門
が
ん
、
尖
圭

コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
予
防
等
を

目
的
と
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
４
価
ワ

ク
チ
ン
を
９
歳
以
上
の
男
性

が
接
種
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
周
知
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
国
の
動
向
を
注

　
　
視
し
た
い
。

佐　藤　信　輝
さ と う の ぶ て る

熊　谷　明　美
く ま が い あ け み

にぎわいがある第２スポーツ広場

世界各国から参拝に訪れる鼻節神社

ご
え
ん

せ
ん
け
い

お
だ
く

町の考えを聞く 一 般 質 問問

第
２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は

鼻
節
神
社
は

⑨ しちがはま議会だより　第160号　令和６年８月１日発行 しちがはま議会だより　第160号　令和６年８月１日発行 ⑧

　
プ
レ
は「
〜
の
前
」コ

ン
セ
プ
シ
ョ
ン
は「
受

精
・
懐
妊
」の
こ
と
。妊

娠
・
出
産
に
関
わ
ら
ず

若
い
世
代
が
将
来
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
、

日
々
の
生
活
や
健
康
と

向
き
合
う
こ
と
。

ひ 

と 

口 

メ 

モ

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン



町
長
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
を

　補
助
金
制
度
を
導
入
し
促
し
た
い

避難所の保守管理は
地区負担でお願いしたい教育長

教
育
長

地
区
民
合
同
運
動
会
の

　
　
　
　
　
　
　見
直
し
は

　開
催
方
法
は

　
　

 

適
切
で
あ
る
と
考
え
る

町
長
敬
老
会
事
業
の
見
直
し
は

　検
討
し
た
い

答 問問

答

答 問

問

問

答 問

問

問

問

答

答

問問 答

答答

答問答問答問答問答問

答問答問答答問答

　
　
町
民
よ
り
、地
域
避
難

　
　
所
は
有
事
の
際
、地
域

住
民
が
避
難
し
て
く
る
場
所

で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
蛍
光
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
含
め
修
繕
や

保
守
に
伴
う
費
用
は
設
置
者

で
あ
る
町
が
負
担
す
る
べき

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ

っ
た
が
。

　
　
教
育
長
　
各
地
区
の
避

　
　
難
所
や
公
民
分
館
の
設

備
を
含
め
た
維
持
管
理
は
、

地
区
負
担
で
お
願
い
し
て
い

る
。た
だ
し
、大
規
模
な
修

繕
を
要
す
る
場
合
は
、地
区

の
負
担
を
考
慮
し
、費
用
負

担
を
評
議
し
て
い
る
。

　
　
大
規
模
と
は
、ど
の
程

　
　
度
を
指
す
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
具
体

　
　
的
な
基
準
は
な
い
が
、

地
区
の
方
が
お
困
り
で
あ
れ

ば
、お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
相
談
し
や
す
い
仕
組
み

　
　
は
あ
る
の
か
。

　
　
分
館
長
の
会
議
が
年
に

　
　
数
回
あ
り
、話
を
す
る

機
会
は
設
け
て
い
る
。担
当

課
と
し
て
、話
を
す
る
体
制

は
整
え
て
い
る
の
で
、大
い

に
相
談
し
て
欲
し
い
。

　
　
町
民
よ
り「
会
議
が
増

　
　
え
て
、学
校
側
や
地
域

役
員
の
負
担
が
著
し
く
増
え

て
い
る
。見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。」と
の
意
見
が
あ

っ
た
。働
き
方
改
革
の
観
点

か
ら
も
見
直
す
べき
で
は
。

　
　
教
育
長
　
地
区
民
合
同

　
　
運
動
会
は
、地
域
の
皆

さ
ん
の
力
が
、児
童
の
健
全

育
成
に
役
立
つ
も
の
と
捉
え

て
お
り
、ま
さ
に
働
き
方
改

革
の
意
義
を
踏
ま
え
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　
地
域
や
保
護
者
の
協
力

　
　
が
必
要
不
可
欠
と
い
う

考
え
は
身
を
も
っ
て
実
感
し

　
　
全
国
的
に
自
転
車
の
交

　
　
通
事
故
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、昨
年
４
月
か

ら
道
交
法
の
改
正
に
よ
り
、

自
転
車
利
用
者
に
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義

務
化
さ
れ
た
。自
転
車
の
交

通
事
故
が
起
き
た
場
合
、ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
よ
り
死

亡
率
が
下
が
る
。

　
本
町
の
自
転
車
利
用
者
の

ヘル
メ
ッ
ト
着
用
率
を
町
長

は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長
　
本
町
に
お
い
て

　
　
も
着
用
者
は
極
め
て
少

な
い
と
捉
え
て
い
る
。交
通

安
全
啓
発
運
動
で
注
視
し
て

い
た
が
、高
校
生
は
ほ
と
ん

ど
着
用
し
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
一
方
で
通
勤
さ
れ
る

方
々
は
着
用
率
が
高
く
、世

代
に
よ
る
認
知
度
の
違
い
も

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

　
　
ヘル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

　
　
日
常
的
に
定
着
し
て
い

な
い
要
因
と
し
て
、子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
ヘル
メ
ッ
ト
な

し
で
自
転
車
に
乗
る
習
慣
が

あ
り
、そ
れ
が
大
人
に
な
っ

て
も
続
い
て
い
る
と
い
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
を
習
慣
付
け
さ

せ
る
た
め
の
指
導
も
必
要
だ

と
思
う
が
。

　
　
教
育
長
　
今
後
も
一
層
、

　
　
小
中
学
校
で
の
交
通
安

全
指
導
に
お
い
て
、自
転
車

は
車
両
で
あ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
で
身
を
守
る
と
い
う
こ
と

を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

　
　
岐
阜
県
羽
島
市
で
は
、

　
　
自
転
車
に
乗
る
す
べ
て

の
市
民
が
交
通
事
故
か
ら
自

ら
の
命
を
守
る
た
め
に
、羽

島
市
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
推
進

宣
言
を
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、自
転

車
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進

を
宣
言
し
、着
用
の
重
要
性

の
認
知
度
を
高
め
る
べき
だ

と
思
う
が
。

　
　
町
長
　
今
後
検
討
し
て

　
　
い
き
た
い
。

　
　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　
　
は
、多
く
の
町
民
の
方

が
参
加
や
ご
協
力
を
い
た
だ

く
場
面
で
あ
る
。そ
の
機
会

を
活
か
し
て
着
用
促
進
の
周

知
を
図
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
持
ち
運
び
や
保
管
場
所

　
　
が
な
い
と
い
っ
た
こ
と

も
着
用
し
な
い
要
因
と
考
え

る
。ま
ず
は
役
場
庁
舎
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
保
管
場
所
を
設
け

て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
副
町
長
　
今
後
、必
要

　
　
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　
　
ヘル
メ
ッ
ト
の
購
入
に

　
　
対
し
て
補
助
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
近
隣
市
町
で
は

　
　
購
入
補
助
を
導
入
し
な

い
と
い
う
情
報
で
は
あ
る
が
、

本
町
に
お
い
て
は
町
外
への

高
校
生
の
自
転
車
通
学
が
多

い
こ
と
を
考
え
、補
助
金
制

度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
笹
山
地
区
の
方
よ
り
、

　
　
台
風
な
ど
の
災
害
時
に

避
難
所
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ

て
飛
散
す
る
危
険
性
が
あ
る

の
で
は
と
の
ご
意
見
が
あ
っ

た
。他
の
避
難
所
も
含
め
飛

散
防
止
策
を
施
す
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
ガ
ラ
ス
飛
散

　
　
防
止
対
策
は
地
区
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

て
い
る
。
一
方
で
、不
満
の

声
が
出
て
い
る
の
も
事
実
。

配
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も
必
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で
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２
１
人
が

　
　
対
象
で
、61
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　
　
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

　
　
や
開
催
方
法
な
ど
抜
本

的
な
改
善
策
を
実
施
す
る
考

え
は
。

　
　
参
加
者
の
減
少
は
課
題

　
　
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

よ
り
良
い
事
業
と
す
る
た
め
、

今
年
度
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、対
象
方
法
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
75
歳
以
上
で
も
元
気
な

　
　
方
が
多
い
。対
象
年
齢

を
引
き
上
げ
る
代
わ
り
に
高

齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
創

出
す
る
部
分
に
予
算
を
振
り

分
け
る
な
ど
、ゼ
ロ
ベー
ス

で
の
検
討
が
必
要
な
時
期
で

は
な
い
か
。

　
　
そ
の
点
も
含
め
、ア
ン  

    

ケ
ー
ト
結
果
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、今
後
の
敬
老
会

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。

　
　
名
簿
の
配
布
が
大
き
な

　
　
負
担
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
声
も
多
い
。負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
も
配
布
物
を
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
名
簿
に
関
し
て
も
様
々

　
　
な
意
見
が
あ
り
、町
と

し
て
も
対
応
を
決
め
か
ね
て

い
る
状
況
で
あ
る
。そ
の
点

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま

え
て
、今
後
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
見
極
め
た
い
。

　
　
導
入
の
際
の
補
助
額
は
、

　
　
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ

り
家
計
負
担
が
増
え
て
い
る

状
況
も
踏
ま
え
て
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　
　
ヘル
メ
ッ
ト
の
金
額
に

　
　
は
だ
い
ぶ
幅
が
あ
る
と

思
う
が
、今
後
考
え
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　
髪
型
を
気
に
し
て
着
用

　
　
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

髪
型
が
崩
れ
に
く
い
イ
ン
ナ

ー
の
よ
う
な
製
品
も
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
も
の
も
補
助
対

象
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
補
助

　
　
を
決
め
て
い
く
段
階
で

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
町
民
の
生
命
と
安
全
を

　
　
守
る
た
め
に
早
急
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。現

時
点
で
推
測
で
き
る
補
助
制

度
の
導
入
時
期
は
。

　
　
予
算
な
ど
も
あ
る
が
、

　
　
今
年
度
中
に
早
く
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
や
り
た
い
と

思
う
。

か
ん
が

　
　
町
民
よ
り
、地
域
避
難

　
　
所
は
有
事
の
際
、地
域

住
民
が
避
難
し
て
く
る
場
所

で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
蛍
光
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
含
め
修
繕
や

保
守
に
伴
う
費
用
は
設
置
者

で
あ
る
町
が
負
担
す
る
べき

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ

っ
た
が
。

　
　
教
育
長
　
各
地
区
の
避

　
　
難
所
や
公
民
分
館
の
設

備
を
含
め
た
維
持
管
理
は
、

地
区
負
担
で
お
願
い
し
て
い

る
。た
だ
し
、大
規
模
な
修

繕
を
要
す
る
場
合
は
、地
区

の
負
担
を
考
慮
し
、費
用
負

担
を
評
議
し
て
い
る
。

　
　
大
規
模
と
は
、ど
の
程

　
　
度
を
指
す
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
具
体

　
　
的
な
基
準
は
な
い
が
、

地
区
の
方
が
お
困
り
で
あ
れ

ば
、お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
相
談
し
や
す
い
仕
組
み

　
　
は
あ
る
の
か
。

　
　
分
館
長
の
会
議
が
年
に

　
　
数
回
あ
り
、話
を
す
る

機
会
は
設
け
て
い
る
。担
当

課
と
し
て
、話
を
す
る
体
制

は
整
え
て
い
る
の
で
、大
い

に
相
談
し
て
欲
し
い
。

　
　
町
民
よ
り「
会
議
が
増

　
　
え
て
、学
校
側
や
地
域

役
員
の
負
担
が
著
し
く
増
え

て
い
る
。見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。」と
の
意
見
が
あ

っ
た
。働
き
方
改
革
の
観
点

か
ら
も
見
直
す
べき
で
は
。

　
　
教
育
長
　
地
区
民
合
同

　
　
運
動
会
は
、地
域
の
皆

さ
ん
の
力
が
、児
童
の
健
全

育
成
に
役
立
つ
も
の
と
捉
え

て
お
り
、ま
さ
に
働
き
方
改

革
の
意
義
を
踏
ま
え
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　
地
域
や
保
護
者
の
協
力

　
　
が
必
要
不
可
欠
と
い
う

考
え
は
身
を
も
っ
て
実
感
し

　
　
全
国
的
に
自
転
車
の
交

　
　
通
事
故
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、昨
年
４
月
か

ら
道
交
法
の
改
正
に
よ
り
、

自
転
車
利
用
者
に
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義

務
化
さ
れ
た
。自
転
車
の
交

通
事
故
が
起
き
た
場
合
、ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
よ
り
死

亡
率
が
下
が
る
。

　
本
町
の
自
転
車
利
用
者
の

ヘル
メ
ッ
ト
着
用
率
を
町
長

は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長
　
本
町
に
お
い
て

　
　
も
着
用
者
は
極
め
て
少

な
い
と
捉
え
て
い
る
。交
通

安
全
啓
発
運
動
で
注
視
し
て

い
た
が
、高
校
生
は
ほ
と
ん

ど
着
用
し
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
一
方
で
通
勤
さ
れ
る

方
々
は
着
用
率
が
高
く
、世

代
に
よ
る
認
知
度
の
違
い
も

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

　
　
ヘル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

　
　
日
常
的
に
定
着
し
て
い

な
い
要
因
と
し
て
、子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
ヘル
メ
ッ
ト
な

し
で
自
転
車
に
乗
る
習
慣
が

あ
り
、そ
れ
が
大
人
に
な
っ

て
も
続
い
て
い
る
と
い
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
を
習
慣
付
け
さ

せ
る
た
め
の
指
導
も
必
要
だ

と
思
う
が
。

　
　
教
育
長
　
今
後
も
一
層
、

　
　
小
中
学
校
で
の
交
通
安

全
指
導
に
お
い
て
、自
転
車

は
車
両
で
あ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
で
身
を
守
る
と
い
う
こ
と

を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

　
　
岐
阜
県
羽
島
市
で
は
、

　
　
自
転
車
に
乗
る
す
べ
て

の
市
民
が
交
通
事
故
か
ら
自

ら
の
命
を
守
る
た
め
に
、羽

島
市
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
推
進

宣
言
を
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、自
転

車
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進

を
宣
言
し
、着
用
の
重
要
性

の
認
知
度
を
高
め
る
べき
だ

と
思
う
が
。

　
　
町
長
　
今
後
検
討
し
て

　
　
い
き
た
い
。

　
　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　
　
は
、多
く
の
町
民
の
方

が
参
加
や
ご
協
力
を
い
た
だ

く
場
面
で
あ
る
。そ
の
機
会

を
活
か
し
て
着
用
促
進
の
周

知
を
図
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
持
ち
運
び
や
保
管
場
所

　
　
が
な
い
と
い
っ
た
こ
と

も
着
用
し
な
い
要
因
と
考
え

る
。ま
ず
は
役
場
庁
舎
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
保
管
場
所
を
設
け

て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
副
町
長
　
今
後
、必
要

　
　
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　
　
ヘル
メ
ッ
ト
の
購
入
に

　
　
対
し
て
補
助
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
近
隣
市
町
で
は

　
　
購
入
補
助
を
導
入
し
な

い
と
い
う
情
報
で
は
あ
る
が
、

本
町
に
お
い
て
は
町
外
への

高
校
生
の
自
転
車
通
学
が
多

い
こ
と
を
考
え
、補
助
金
制

度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
笹
山
地
区
の
方
よ
り
、

　
　
台
風
な
ど
の
災
害
時
に

避
難
所
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ

て
飛
散
す
る
危
険
性
が
あ
る

の
で
は
と
の
ご
意
見
が
あ
っ

た
。他
の
避
難
所
も
含
め
飛

散
防
止
策
を
施
す
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
ガ
ラ
ス
飛
散

　
　
防
止
対
策
は
地
区
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

て
い
る
。
一
方
で
、不
満
の

声
が
出
て
い
る
の
も
事
実
。

配
慮
も
必
要
で
は
。

　
　
毎
年
、実
施
し
て
い
る

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、全

て
の
小
学
校
で
８
割
以
上
が

満
足
し
て
い
る
と
い
う
数
字

が
出
て
い
る
。記
述
回
答
の

中
に
は
、ご
指
摘
の
よ
う
な

意
見
も
あ
る
が
、教
員
も
含

め
、不
満
を
感
じ
て
い
る
方

が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、自
ら

の
役
割
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
対
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
昨
年
の
対
象
者
と
参
加

　
　
者
の
人
数
は
。

　
　
町
長
　
３
１
２
１
人
が

　
　
対
象
で
、61
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　
　
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

　
　
や
開
催
方
法
な
ど
抜
本

的
な
改
善
策
を
実
施
す
る
考

え
は
。

　
　
参
加
者
の
減
少
は
課
題

　
　
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

よ
り
良
い
事
業
と
す
る
た
め
、

今
年
度
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、対
象
方
法
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
75
歳
以
上
で
も
元
気
な

　
　
方
が
多
い
。対
象
年
齢

を
引
き
上
げ
る
代
わ
り
に
高

齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
創

出
す
る
部
分
に
予
算
を
振
り

分
け
る
な
ど
、ゼ
ロ
ベー
ス

で
の
検
討
が
必
要
な
時
期
で

は
な
い
か
。

　
　
そ
の
点
も
含
め
、ア
ン  

    

ケ
ー
ト
結
果
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、今
後
の
敬
老
会

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。

　
　
名
簿
の
配
布
が
大
き
な

　
　
負
担
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
声
も
多
い
。負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
も
配
布
物
を
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
名
簿
に
関
し
て
も
様
々

　
　
な
意
見
が
あ
り
、町
と

し
て
も
対
応
を
決
め
か
ね
て

い
る
状
況
で
あ
る
。そ
の
点

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま

え
て
、今
後
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
見
極
め
た
い
。

　
　
導
入
の
際
の
補
助
額
は
、

　
　
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ

り
家
計
負
担
が
増
え
て
い
る

状
況
も
踏
ま
え
て
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　
　
ヘル
メ
ッ
ト
の
金
額
に

　
　
は
だ
い
ぶ
幅
が
あ
る
と

思
う
が
、今
後
考
え
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　
髪
型
を
気
に
し
て
着
用

　
　
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

髪
型
が
崩
れ
に
く
い
イ
ン
ナ

ー
の
よ
う
な
製
品
も
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
も
の
も
補
助
対

象
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
補
助

　
　
を
決
め
て
い
く
段
階
で

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
町
民
の
生
命
と
安
全
を

　
　
守
る
た
め
に
早
急
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。現

時
点
で
推
測
で
き
る
補
助
制

度
の
導
入
時
期
は
。

　
　
予
算
な
ど
も
あ
る
が
、

　
　
今
年
度
中
に
早
く
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
や
り
た
い
と

思
う
。

か
ん
が

鈴　　木　　篤
す ず き あつし

仁　田　秀　和
に っ た ひ で か ず

時代に合った運営を

町の考えを聞く 一 般 質 問問
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長
自
転
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ヘ
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メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
を

　補
助
金
制
度
を
導
入
し
促
し
た
い

避難所の保守管理は
地区負担でお願いしたい教育長

教
育
長

地
区
民
合
同
運
動
会
の

　
　
　
　
　
　
　見
直
し
は

　開
催
方
法
は

　
　

 

適
切
で
あ
る
と
考
え
る

町
長
敬
老
会
事
業
の
見
直
し
は

　検
討
し
た
い

答 問問

答

答 問

問

問

答 問

問

問

問

答

答

問問 答

答答

答問答問答問答問答問

答問答問答答問答

　
　
町
民
よ
り
、地
域
避
難

　
　
所
は
有
事
の
際
、地
域

住
民
が
避
難
し
て
く
る
場
所

で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
蛍
光
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
含
め
修
繕
や

保
守
に
伴
う
費
用
は
設
置
者

で
あ
る
町
が
負
担
す
る
べき

で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ

っ
た
が
。

　
　
教
育
長
　
各
地
区
の
避

　
　
難
所
や
公
民
分
館
の
設

備
を
含
め
た
維
持
管
理
は
、

地
区
負
担
で
お
願
い
し
て
い

る
。た
だ
し
、大
規
模
な
修

繕
を
要
す
る
場
合
は
、地
区

の
負
担
を
考
慮
し
、費
用
負

担
を
評
議
し
て
い
る
。

　
　
大
規
模
と
は
、ど
の
程

　
　
度
を
指
す
の
か
。

　
　
生
涯
学
習
課
長
　
具
体

　
　
的
な
基
準
は
な
い
が
、

地
区
の
方
が
お
困
り
で
あ
れ

ば
、お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
相
談
し
や
す
い
仕
組
み

　
　
は
あ
る
の
か
。

　
　
分
館
長
の
会
議
が
年
に

　
　
数
回
あ
り
、話
を
す
る

機
会
は
設
け
て
い
る
。担
当

課
と
し
て
、話
を
す
る
体
制

は
整
え
て
い
る
の
で
、大
い

に
相
談
し
て
欲
し
い
。

　
　
町
民
よ
り「
会
議
が
増

　
　
え
て
、学
校
側
や
地
域

役
員
の
負
担
が
著
し
く
増
え

て
い
る
。見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。」と
の
意
見
が
あ

っ
た
。働
き
方
改
革
の
観
点

か
ら
も
見
直
す
べき
で
は
。

　
　
教
育
長
　
地
区
民
合
同

　
　
運
動
会
は
、地
域
の
皆

さ
ん
の
力
が
、児
童
の
健
全

育
成
に
役
立
つ
も
の
と
捉
え

て
お
り
、ま
さ
に
働
き
方
改

革
の
意
義
を
踏
ま
え
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　
地
域
や
保
護
者
の
協
力

　
　
が
必
要
不
可
欠
と
い
う

考
え
は
身
を
も
っ
て
実
感
し

　
　
全
国
的
に
自
転
車
の
交

　
　
通
事
故
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、昨
年
４
月
か

ら
道
交
法
の
改
正
に
よ
り
、

自
転
車
利
用
者
に
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義

務
化
さ
れ
た
。自
転
車
の
交

通
事
故
が
起
き
た
場
合
、ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
よ
り
死

亡
率
が
下
が
る
。

　
本
町
の
自
転
車
利
用
者
の

ヘル
メ
ッ
ト
着
用
率
を
町
長

は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長
　
本
町
に
お
い
て

　
　
も
着
用
者
は
極
め
て
少

な
い
と
捉
え
て
い
る
。交
通

安
全
啓
発
運
動
で
注
視
し
て

い
た
が
、高
校
生
は
ほ
と
ん

ど
着
用
し
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
一
方
で
通
勤
さ
れ
る

方
々
は
着
用
率
が
高
く
、世

代
に
よ
る
認
知
度
の
違
い
も

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

　
　
ヘル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

　
　
日
常
的
に
定
着
し
て
い

な
い
要
因
と
し
て
、子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
ヘル
メ
ッ
ト
な

し
で
自
転
車
に
乗
る
習
慣
が

あ
り
、そ
れ
が
大
人
に
な
っ

て
も
続
い
て
い
る
と
い
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
を
習
慣
付
け
さ

せ
る
た
め
の
指
導
も
必
要
だ

と
思
う
が
。

　
　
教
育
長
　
今
後
も
一
層
、

　
　
小
中
学
校
で
の
交
通
安

全
指
導
に
お
い
て
、自
転
車

は
車
両
で
あ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
で
身
を
守
る
と
い
う
こ
と

を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

　
　
岐
阜
県
羽
島
市
で
は
、

　
　
自
転
車
に
乗
る
す
べ
て

の
市
民
が
交
通
事
故
か
ら
自

ら
の
命
を
守
る
た
め
に
、羽

島
市
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
推
進

宣
言
を
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、自
転

車
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進

を
宣
言
し
、着
用
の
重
要
性

の
認
知
度
を
高
め
る
べき
だ

と
思
う
が
。

　
　
町
長
　
今
後
検
討
し
て

　
　
い
き
た
い
。

　
　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　
　
は
、多
く
の
町
民
の
方

が
参
加
や
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た
だ

く
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面
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あ
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。そ
の
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を
活
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し
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の
周
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を
図
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は
ど
う
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。

　
　
促
し
て
い
き
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。

　
　
持
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運
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管
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。
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。
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あ
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検
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開
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は
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の
負
担
を
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と
は
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具
体

　
　
的
な
基
準
は
な
い
が
、

地
区
の
方
が
お
困
り
で
あ
れ

ば
、お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
相
談
し
や
す
い
仕
組
み

　
　
は
あ
る
の
か
。

　
　
分
館
長
の
会
議
が
年
に

　
　
数
回
あ
り
、話
を
す
る

機
会
は
設
け
て
い
る
。担
当

課
と
し
て
、話
を
す
る
体
制

は
整
え
て
い
る
の
で
、大
い

に
相
談
し
て
欲
し
い
。

　
　
町
民
よ
り「
会
議
が
増

　
　
え
て
、学
校
側
や
地
域

役
員
の
負
担
が
著
し
く
増
え

て
い
る
。見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。」と
の
意
見
が
あ

っ
た
。働
き
方
改
革
の
観
点

か
ら
も
見
直
す
べき
で
は
。

　
　
教
育
長
　
地
区
民
合
同

　
　
運
動
会
は
、地
域
の
皆

さ
ん
の
力
が
、児
童
の
健
全

育
成
に
役
立
つ
も
の
と
捉
え

て
お
り
、ま
さ
に
働
き
方
改

革
の
意
義
を
踏
ま
え
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　
地
域
や
保
護
者
の
協
力

　
　
が
必
要
不
可
欠
と
い
う

考
え
は
身
を
も
っ
て
実
感
し

　
　
全
国
的
に
自
転
車
の
交

　
　
通
事
故
が
多
発
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、昨
年
４
月
か

ら
道
交
法
の
改
正
に
よ
り
、

自
転
車
利
用
者
に
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義

務
化
さ
れ
た
。自
転
車
の
交

通
事
故
が
起
き
た
場
合
、ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
よ
り
死

亡
率
が
下
が
る
。

　
本
町
の
自
転
車
利
用
者
の

ヘル
メ
ッ
ト
着
用
率
を
町
長

は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
町
長
　
本
町
に
お
い
て

　
　
も
着
用
者
は
極
め
て
少

な
い
と
捉
え
て
い
る
。交
通

安
全
啓
発
運
動
で
注
視
し
て

い
た
が
、高
校
生
は
ほ
と
ん

ど
着
用
し
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。
一
方
で
通
勤
さ
れ
る

方
々
は
着
用
率
が
高
く
、世

代
に
よ
る
認
知
度
の
違
い
も

あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

　
　
ヘル
メ
ッ
ト
の
着
用
が

　
　
日
常
的
に
定
着
し
て
い

な
い
要
因
と
し
て
、子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
ヘル
メ
ッ
ト
な

し
で
自
転
車
に
乗
る
習
慣
が

あ
り
、そ
れ
が
大
人
に
な
っ

て
も
続
い
て
い
る
と
い
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
を
習
慣
付
け
さ

せ
る
た
め
の
指
導
も
必
要
だ

と
思
う
が
。

　
　
教
育
長
　
今
後
も
一
層
、

　
　
小
中
学
校
で
の
交
通
安

全
指
導
に
お
い
て
、自
転
車

は
車
両
で
あ
り
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
で
身
を
守
る
と
い
う
こ
と

を
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

　
　
岐
阜
県
羽
島
市
で
は
、

　
　
自
転
車
に
乗
る
す
べ
て

の
市
民
が
交
通
事
故
か
ら
自

ら
の
命
を
守
る
た
め
に
、羽

島
市
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
推
進

宣
言
を
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、自
転

車
ヘル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進

を
宣
言
し
、着
用
の
重
要
性

の
認
知
度
を
高
め
る
べき
だ

と
思
う
が
。

　
　
町
長
　
今
後
検
討
し
て

　
　
い
き
た
い
。

　
　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　
　
は
、多
く
の
町
民
の
方

が
参
加
や
ご
協
力
を
い
た
だ

く
場
面
で
あ
る
。そ
の
機
会

を
活
か
し
て
着
用
促
進
の
周

知
を
図
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
持
ち
運
び
や
保
管
場
所

　
　
が
な
い
と
い
っ
た
こ
と

も
着
用
し
な
い
要
因
と
考
え

る
。ま
ず
は
役
場
庁
舎
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
保
管
場
所
を
設
け

て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
副
町
長
　
今
後
、必
要

　
　
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

　
　
ヘル
メ
ッ
ト
の
購
入
に

　
　
対
し
て
補
助
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
近
隣
市
町
で
は

　
　
購
入
補
助
を
導
入
し
な

い
と
い
う
情
報
で
は
あ
る
が
、

本
町
に
お
い
て
は
町
外
への

高
校
生
の
自
転
車
通
学
が
多

い
こ
と
を
考
え
、補
助
金
制

度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
笹
山
地
区
の
方
よ
り
、

　
　
台
風
な
ど
の
災
害
時
に

避
難
所
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ

て
飛
散
す
る
危
険
性
が
あ
る

の
で
は
と
の
ご
意
見
が
あ
っ

た
。他
の
避
難
所
も
含
め
飛

散
防
止
策
を
施
す
考
え
は
。

　
　
教
育
長
　
ガ
ラ
ス
飛
散

　
　
防
止
対
策
は
地
区
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

て
い
る
。
一
方
で
、不
満
の

声
が
出
て
い
る
の
も
事
実
。

配
慮
も
必
要
で
は
。

　
　
毎
年
、実
施
し
て
い
る

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、全

て
の
小
学
校
で
８
割
以
上
が

満
足
し
て
い
る
と
い
う
数
字

が
出
て
い
る
。記
述
回
答
の

中
に
は
、ご
指
摘
の
よ
う
な

意
見
も
あ
る
が
、教
員
も
含

め
、不
満
を
感
じ
て
い
る
方

が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、自
ら

の
役
割
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
対
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　
昨
年
の
対
象
者
と
参
加

　
　
者
の
人
数
は
。

　
　
町
長
　
３
１
２
１
人
が

　
　
対
象
で
、61
人
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　
　
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

　
　
や
開
催
方
法
な
ど
抜
本

的
な
改
善
策
を
実
施
す
る
考

え
は
。

　
　
参
加
者
の
減
少
は
課
題

　
　
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

よ
り
良
い
事
業
と
す
る
た
め
、

今
年
度
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、対
象
方
法
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
75
歳
以
上
で
も
元
気
な

　
　
方
が
多
い
。対
象
年
齢

を
引
き
上
げ
る
代
わ
り
に
高

齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
創

出
す
る
部
分
に
予
算
を
振
り

分
け
る
な
ど
、ゼ
ロ
ベー
ス

で
の
検
討
が
必
要
な
時
期
で

は
な
い
か
。

　
　
そ
の
点
も
含
め
、ア
ン  

    

ケ
ー
ト
結
果
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、今
後
の
敬
老
会

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
。

　
　
名
簿
の
配
布
が
大
き
な

　
　
負
担
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
声
も
多
い
。負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
も
配
布
物
を
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
名
簿
に
関
し
て
も
様
々

　
　
な
意
見
が
あ
り
、町
と

し
て
も
対
応
を
決
め
か
ね
て

い
る
状
況
で
あ
る
。そ
の
点

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま

え
て
、今
後
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
見
極
め
た
い
。

　
　
導
入
の
際
の
補
助
額
は
、

　
　
物
価
高
騰
の
影
響
も
あ

り
家
計
負
担
が
増
え
て
い
る

状
況
も
踏
ま
え
て
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

　
　
ヘル
メ
ッ
ト
の
金
額
に

　
　
は
だ
い
ぶ
幅
が
あ
る
と

思
う
が
、今
後
考
え
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　
髪
型
を
気
に
し
て
着
用

　
　
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。

髪
型
が
崩
れ
に
く
い
イ
ン
ナ

ー
の
よ
う
な
製
品
も
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
も
の
も
補
助
対

象
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
補
助

　
　
を
決
め
て
い
く
段
階
で

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
町
民
の
生
命
と
安
全
を

　
　
守
る
た
め
に
早
急
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。現

時
点
で
推
測
で
き
る
補
助
制

度
の
導
入
時
期
は
。

　
　
予
算
な
ど
も
あ
る
が
、

　
　
今
年
度
中
に
早
く
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
や
り
た
い
と

思
う
。

か
ん
が

鈴　　木　　篤
す ず き あつし

仁　田　秀　和
に っ た ひ で か ず

時代に合った運営を

町の考えを聞く 一 般 質 問問
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答問答問答

町
長
消
滅
可
能
性
自
治
体
を
ど
う
捉
え
る

　最
も
重
要
な
課
題
と
受
け
止
め
る改めて現状を見直す

菖蒲田浜の交通安全対策
町長

県や漁協と取り組んでいる
漁業就業者に対する支援は
町長

町
長
境
山
の
交
通
安
全
対
策
を

　路
面
標
示
を
見
直
し
た

　
　
令
和
３
年
の
町
民
平
均

　
　
所
得
は
２
４
１
万
３
千

円
と
な
っ
て
い
る
が
、刺
網

漁
や
潜
水
漁
、海
苔
養
殖
業

の
一
人
当
た
り
の
所
得
の
状

況
は
。

　
　
町
長
　
令
和
５
年
の
所

　
　
得
の
状
況
は
１
２
６
万

３
千
円
で
あ
っ
た
。

　
　
町
と
し
て
の
後
継
者
育 

　
　
成
策
と
実
績
は
。ま
た

新
規
就
労
者
が
ど
の
部
門
へ

何
人
従
事
し
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
に
、農
漁
業

　
　
新
規
就
労
者
補
助
金
制

度
を
創
設
し
た
。漁
業
就
業

者
に
対
し
、海
苔
養
殖
業
に

は
17
名
、刺
網
漁
と
潜
水
漁

は
３
名
、計
20
名
に
交
付
。

　
　
本
町
と
似
た
よ
う
な
人

　
　
口
規
模
の
南
三
陸
町
は
、

第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次

産
業
と
も
に
本
町
よ
り
一
人

あ
た
り
の
平
均
所
得
が
高
い
。

本
町
と
し
て
現
状
を
ど
う
見

て
い
る
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
南
三
陸
町
は
内
湾
で
水

深
も
深
い
。本
町
は
水
深
は

浅
く
、外
洋
に
面
し
て
い
る
。

獲
れ
る
魚
種
、海
藻
等
が
全

く
違
う
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、漁
業
者
の
方
が
努
力
さ

れ
て
営
ん
で
い
る
の
が
現
状
。

　
　
漁
業
者
と
ど
の
よ
う
に

　
　
打
開
策
を
検
討
し
て
い

る
か
。

　
　
県
の
水
産
振
興
課
が
主

　
　
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。県
漁
協
は
新
た
な

養
殖
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
町
単
独
事
業
と
し
て
は
、

ト
リ
ガ
イ
飼
育
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。

　
　
代
ヶ
崎
浜
の
谷
地
港
は
、

　
　
船
底
が
海
底
に
擦
れ
る

と
聞
く
が
、現
状
を
改
善
す

る
考
え
は
。

　
　
人
口
戦
略
会
議
よ
り
発

　
　
表
さ
れ
た「
地
方
自
治

体
持
続
可
能
性
分
析
レ
ポ
ー

ト
」で
、本
町
は
平
成
26
年

に
続
き
消
滅
可
能
性
自
治
体

と
位
置
付
け
ら
れ
た
。前
回

の
発
表
以
降
、ど
う
い
っ
た

対
策
を
し
て
き
た
の
か
。　

　
　
町
長
　
平
成
26
年
の
調

　
　
査
当
時
は
震
災
か
ら
の

復
旧
復
興
に
ま
い
進
し
て
い

た
。人
口
流
出
を
食
い
止
め

る
べ
く
、高
台
へ
の
集
団
移

転
や
災
害
公
営
住
宅
の
整
備

お
よ
び
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
や
被
災
住
民
の
心

の
ケ
ア
な
ど
に
重
点
を
置
い

て
い
た
。

　
　
今
回
の
発
表
を
ど
う
分

　
　
析
し
対
策
を
考
え
る
か
。

　
　
本
町
に
限
ら
ず
県
内
19

　
　
町
村
が
直
面
す
る
最
も

重
要
な
課
題
と
受
け
止
め
、

改
め
て
施
政
方
針
に
掲
げ
て

い
る
６
つ
の
政
策
軸
の
推
進

が
重
要
と
再
認
識
し
た
。

　
人
口
の
自
然
減
対
策
と
し

て
は
、攻
め
の
福
祉
と
し
て

子
育
て
支
援
の
充
実
や
、各

種
保
健
事
業
の
推
進
に
よ
る

健
康
寿
命
の
延
伸
策
を
図
っ

て
い
る
。

　
社
会
減
対
策
と
し
て
は
、

震
災
復
興
事
業
の
完
遂
と
し

て
防
災
減
災
対
策
な
ど
、ま

た
子
育
て
世
代
の
定
住
策
と

し
て
人
材
の
育
成
を
掲
げ
て

き
た
。

　
　
具
体
的
な
人
口
減
対
策

　
　
と
し
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
や
移
住
支
援
金
、空
き

家
バ
ン
ク
、産
業
誘
致
、市
街

化
調
整
地
域
の
緩
和
と
い
っ

た
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
分

析
、調
査
し
て
い
る
。移
住

支
援
金
は
県
の
制
度
を
実
施

し
て
い
る
。空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
は
現
在
３
件
の
み
。

産
業
誘
致
は
ま
と
ま
っ
た
土

地
が
な
い
こ
と
か
ら
、サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フィ
ス
な
ど
小
さ

な
需
要
を
拾
え
な
い
か
情
報

収
集
し
て
い
る
。市
街
化
調

整
区
域
は
、県
に
緩
和
の
要

望
を
出
し
て
い
る
。

　
　
菖
蒲
田
浜
地
区
の
県
道

　
　
塩
釡
七
ヶ
浜
多
賀
城
線

と
七
ヶ
浜
横
断
線
の
丁
字
路

交
差
点
は
歩
行
者
、車
両
と

も
に
往
来
が
多
く
、
一
時
停

止
も
守
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

散
見
さ
れ
る
。本
交
差
点
の

安
全
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
本
交
差
点
で
の
事
故
件

数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
町
長
　
特
に
人
出
の
多

　
　
い
海
水
浴
期
間
中
の
週

末
は
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
、

花
火
大
会
の
際
は
交
通
指
導

員
や
町
職
員
に
よ
る
交
通
誘

導
で
対
応
し
て
い
る
。

　
信
号
設
置
は
過
去
に
警
察

に
要
望
し
た
が
、夏
場
の
一

　
　
県
漁
協
七
ヶ
浜
支
所
に

　
　
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

船
舶
の
航
行
に
支
障
が
出
て

い
る
な
ど
の
相
談
は
寄
せ
ら

れ
て
い
な
い
。

　
　
仙
台
塩
釡
港
湾
事
務
所

　
　
に
よ
る
と
、谷
地
港
は
、

７
月
に
浚
渫
工
事
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
定
期
的
な
調
査
を
町
と
し

て
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
県
漁
協
七
ヶ
浜
支
所
に

　
　
確
認
す
る
。

　
　
小
中
学
校
通
学
路
合
同

　
　
点
検
箇
所
マ
ッ
プ
の
No

 

50（
遠
山
地
区
避
難
所
か
ら

診
療
所
に
抜
け
る
町
道
）は
、

対
策
済
の
対
応
と
な
っ
て
い

る
。ど
の
よ
う
な
対
応
が
行

わ
れ
た
の
か
。

　
　
町
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
の

　
　
影
響
で
合
同
点
検
は
で

き
な
か
っ
た
。ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
注
意
喚
起
の
た
め
、
路

面
標
示
の
引
き
直
し
を
行
っ

た
。
更
な
る
注
意
喚
起
の
た

め
、
徐
行
の
路
面
標
示
を
新

規
で
一
カ
所
追
加
し
た
。

　
　
歩
道
の
増
設
の
よ
う
な

　
　
一
歩
進
ん
だ
対
策
は
。

　
　
過
去
に
、道
路
拡
幅
計

　
　
画
が
あ
っ
た
が
、用
地

問
題
で
交
渉
が
難
航
し
計
画

が
白
紙
に
な
っ
た
経
緯
が
あ

る
。歩
道
設
置
の
拡
幅
工
事

の
実
施
は
、地
区
住
民
の
合

意
形
成
が
必
要
な
た
め
困
難

な
状
況
で
あ
る
。

　
　
地
元
住
民
か
ら
危
な
い

　
　
と
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

柵
を
設
置
す
る
な
ど
工
夫
で

き
な
い
か
。

　
　
建
設
課
長
　
今
後
も
検

　
　
討
す
る
が
、具
体
策
を

提
示
す
る
の
は
難
し
い
。

時
的
な
人
流
と
い
う
こ
と
で

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

改
め
て
現
状
を
見
直
し
、設

置
基
準
を
満
た
す
よ
う
な
ら

再
度
要
望
書
を
提
出
す
る
。

　
事
故
件
数
は
警
察
か
ら
の

報
告
が
な
い
。

　
　
本
交
差
点
近
接
の
バ
ス

　
　
停
は
、横
断
歩
道
の
設

置
が
な
く
、公
共
バ
ス
で
来

訪
し
た
海
水
浴
客
な
ど
も
横

断
歩
道
な
し
で
県
道
を
渡
る

必
要
が
あ
る
。対
策
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
バ
ス

　
　
停
の
位
置
を
変
更
す
る

な
ど
工
夫
し
て
み
る
。

　
　
令
和
３
年
の
町
民
平
均

　
　
所
得
は
２
４
１
万
３
千

円
と
な
っ
て
い
る
が
、刺
網

漁
や
潜
水
漁
、海
苔
養
殖
業

の
一
人
当
た
り
の
所
得
の
状

況
は
。

　
　
町
長
　
令
和
５
年
の
所

　
　
得
の
状
況
は
１
２
６
万

３
千
円
で
あ
っ
た
。

　
　
町
と
し
て
の
後
継
者
育 

　
　
成
策
と
実
績
は
。ま
た

新
規
就
労
者
が
ど
の
部
門
へ

何
人
従
事
し
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
に
、農
漁
業

　
　
新
規
就
労
者
補
助
金
制

度
を
創
設
し
た
。漁
業
就
業

者
に
対
し
、海
苔
養
殖
業
に

は
17
名
、刺
網
漁
と
潜
水
漁

は
３
名
、計
20
名
に
交
付
。

　
　
本
町
と
似
た
よ
う
な
人

　
　
口
規
模
の
南
三
陸
町
は
、

第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次

産
業
と
も
に
本
町
よ
り
一
人

あ
た
り
の
平
均
所
得
が
高
い
。

本
町
と
し
て
現
状
を
ど
う
見

て
い
る
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
南
三
陸
町
は
内
湾
で
水

深
も
深
い
。本
町
は
水
深
は

浅
く
、外
洋
に
面
し
て
い
る
。

獲
れ
る
魚
種
、海
藻
等
が
全

く
違
う
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、漁
業
者
の
方
が
努
力
さ

れ
て
営
ん
で
い
る
の
が
現
状
。

　
　
漁
業
者
と
ど
の
よ
う
に

　
　
打
開
策
を
検
討
し
て
い

る
か
。

　
　
県
の
水
産
振
興
課
が
主

　
　
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。県
漁
協
は
新
た
な

養
殖
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
町
単
独
事
業
と
し
て
は
、

ト
リ
ガ
イ
飼
育
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。

　
　
代
ヶ
崎
浜
の
谷
地
港
は
、

　
　
船
底
が
海
底
に
擦
れ
る

と
聞
く
が
、現
状
を
改
善
す

る
考
え
は
。

　
　
人
口
戦
略
会
議
よ
り
発

　
　
表
さ
れ
た「
地
方
自
治

体
持
続
可
能
性
分
析
レ
ポ
ー

ト
」で
、本
町
は
平
成
26
年

に
続
き
消
滅
可
能
性
自
治
体

と
位
置
付
け
ら
れ
た
。前
回

の
発
表
以
降
、ど
う
い
っ
た

対
策
を
し
て
き
た
の
か
。　

　
　
町
長
　
平
成
26
年
の
調

　
　
査
当
時
は
震
災
か
ら
の

復
旧
復
興
に
ま
い
進
し
て
い

た
。人
口
流
出
を
食
い
止
め

る
べ
く
、高
台
へ
の
集
団
移

転
や
災
害
公
営
住
宅
の
整
備

お
よ
び
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
や
被
災
住
民
の
心

の
ケ
ア
な
ど
に
重
点
を
置
い

て
い
た
。

　
　
今
回
の
発
表
を
ど
う
分

　
　
析
し
対
策
を
考
え
る
か
。

　
　
本
町
に
限
ら
ず
県
内
19

　
　
町
村
が
直
面
す
る
最
も

重
要
な
課
題
と
受
け
止
め
、

改
め
て
施
政
方
針
に
掲
げ
て

い
る
６
つ
の
政
策
軸
の
推
進

が
重
要
と
再
認
識
し
た
。

　
人
口
の
自
然
減
対
策
と
し

て
は
、攻
め
の
福
祉
と
し
て

子
育
て
支
援
の
充
実
や
、各

種
保
健
事
業
の
推
進
に
よ
る

健
康
寿
命
の
延
伸
策
を
図
っ

て
い
る
。

　
社
会
減
対
策
と
し
て
は
、

震
災
復
興
事
業
の
完
遂
と
し

て
防
災
減
災
対
策
な
ど
、ま

た
子
育
て
世
代
の
定
住
策
と

し
て
人
材
の
育
成
を
掲
げ
て

き
た
。

　
　
具
体
的
な
人
口
減
対
策

　
　
と
し
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
や
移
住
支
援
金
、空
き

家
バ
ン
ク
、産
業
誘
致
、市
街

化
調
整
地
域
の
緩
和
と
い
っ

た
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
分

析
、調
査
し
て
い
る
。移
住

支
援
金
は
県
の
制
度
を
実
施

し
て
い
る
。空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
は
現
在
３
件
の
み
。

産
業
誘
致
は
ま
と
ま
っ
た
土

地
が
な
い
こ
と
か
ら
、サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フィ
ス
な
ど
小
さ

な
需
要
を
拾
え
な
い
か
情
報

収
集
し
て
い
る
。市
街
化
調

整
区
域
は
、県
に
緩
和
の
要

望
を
出
し
て
い
る
。

　
　
菖
蒲
田
浜
地
区
の
県
道

　
　
塩
釡
七
ヶ
浜
多
賀
城
線

と
七
ヶ
浜
横
断
線
の
丁
字
路

交
差
点
は
歩
行
者
、車
両
と

も
に
往
来
が
多
く
、
一
時
停

止
も
守
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

散
見
さ
れ
る
。本
交
差
点
の

安
全
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
本
交
差
点
で
の
事
故
件

数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
町
長
　
特
に
人
出
の
多

　
　
い
海
水
浴
期
間
中
の
週

末
は
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
、

花
火
大
会
の
際
は
交
通
指
導

員
や
町
職
員
に
よ
る
交
通
誘

導
で
対
応
し
て
い
る
。

　
信
号
設
置
は
過
去
に
警
察

に
要
望
し
た
が
、夏
場
の
一

　
　
県
漁
協
七
ヶ
浜
支
所
に

　
　
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

船
舶
の
航
行
に
支
障
が
出
て

い
る
な
ど
の
相
談
は
寄
せ
ら

れ
て
い
な
い
。

　
　
仙
台
塩
釡
港
湾
事
務
所

　
　
に
よ
る
と
、谷
地
港
は
、

７
月
に
浚
渫
工
事
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
定
期
的
な
調
査
を
町
と
し

て
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
県
漁
協
七
ヶ
浜
支
所
に

　
　
確
認
す
る
。

　
　
小
中
学
校
通
学
路
合
同

　
　
点
検
箇
所
マ
ッ
プ
の
No

 

50（
遠
山
地
区
避
難
所
か
ら

診
療
所
に
抜
け
る
町
道
）は
、

対
策
済
の
対
応
と
な
っ
て
い

る
。ど
の
よ
う
な
対
応
が
行

わ
れ
た
の
か
。

　
　
町
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
の

　
　
影
響
で
合
同
点
検
は
で

き
な
か
っ
た
。ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
注
意
喚
起
の
た
め
、
路

面
標
示
の
引
き
直
し
を
行
っ

た
。
更
な
る
注
意
喚
起
の
た

め
、
徐
行
の
路
面
標
示
を
新

規
で
一
カ
所
追
加
し
た
。

　
　
歩
道
の
増
設
の
よ
う
な

　
　
一
歩
進
ん
だ
対
策
は
。

　
　
過
去
に
、道
路
拡
幅
計

　
　
画
が
あ
っ
た
が
、用
地

問
題
で
交
渉
が
難
航
し
計
画

が
白
紙
に
な
っ
た
経
緯
が
あ

る
。歩
道
設
置
の
拡
幅
工
事

の
実
施
は
、地
区
住
民
の
合

意
形
成
が
必
要
な
た
め
困
難

な
状
況
で
あ
る
。

　
　
地
元
住
民
か
ら
危
な
い

　
　
と
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

柵
を
設
置
す
る
な
ど
工
夫
で

き
な
い
か
。

　
　
建
設
課
長
　
今
後
も
検

　
　
討
す
る
が
、具
体
策
を

提
示
す
る
の
は
難
し
い
。

時
的
な
人
流
と
い
う
こ
と
で

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

改
め
て
現
状
を
見
直
し
、設

置
基
準
を
満
た
す
よ
う
な
ら

再
度
要
望
書
を
提
出
す
る
。

　
事
故
件
数
は
警
察
か
ら
の

報
告
が
な
い
。

　
　
本
交
差
点
近
接
の
バ
ス

　
　
停
は
、横
断
歩
道
の
設

置
が
な
く
、公
共
バ
ス
で
来

訪
し
た
海
水
浴
客
な
ど
も
横

断
歩
道
な
し
で
県
道
を
渡
る

必
要
が
あ
る
。対
策
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
バ
ス

　
　
停
の
位
置
を
変
更
す
る

な
ど
工
夫
し
て
み
る
。

鈴　木　惠　子
す ず き け い こ

能　勢　鯨　太
の せ け い た

横断歩道が足りません交通量が多い通勤・通学時間帯

獲れたぞ！だが売値は

町の考えを聞く 一 般 質 問問

か
ん
す
い

し
ゅ
ん
せ
つ
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答問答

答問答

答問答問答

町
長
消
滅
可
能
性
自
治
体
を
ど
う
捉
え
る

　最
も
重
要
な
課
題
と
受
け
止
め
る改めて現状を見直す

菖蒲田浜の交通安全対策
町長

県や漁協と取り組んでいる
漁業就業者に対する支援は
町長

町
長
境
山
の
交
通
安
全
対
策
を

　路
面
標
示
を
見
直
し
た

　
　
令
和
３
年
の
町
民
平
均

　
　
所
得
は
２
４
１
万
３
千

円
と
な
っ
て
い
る
が
、刺
網

漁
や
潜
水
漁
、海
苔
養
殖
業

の
一
人
当
た
り
の
所
得
の
状

況
は
。

　
　
町
長
　
令
和
５
年
の
所

　
　
得
の
状
況
は
１
２
６
万

３
千
円
で
あ
っ
た
。

　
　
町
と
し
て
の
後
継
者
育 

　
　
成
策
と
実
績
は
。ま
た

新
規
就
労
者
が
ど
の
部
門
へ

何
人
従
事
し
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
に
、農
漁
業

　
　
新
規
就
労
者
補
助
金
制

度
を
創
設
し
た
。漁
業
就
業

者
に
対
し
、海
苔
養
殖
業
に

は
17
名
、刺
網
漁
と
潜
水
漁

は
３
名
、計
20
名
に
交
付
。

　
　
本
町
と
似
た
よ
う
な
人

　
　
口
規
模
の
南
三
陸
町
は
、

第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次

産
業
と
も
に
本
町
よ
り
一
人

あ
た
り
の
平
均
所
得
が
高
い
。

本
町
と
し
て
現
状
を
ど
う
見

て
い
る
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
南
三
陸
町
は
内
湾
で
水

深
も
深
い
。本
町
は
水
深
は

浅
く
、外
洋
に
面
し
て
い
る
。

獲
れ
る
魚
種
、海
藻
等
が
全

く
違
う
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、漁
業
者
の
方
が
努
力
さ

れ
て
営
ん
で
い
る
の
が
現
状
。

　
　
漁
業
者
と
ど
の
よ
う
に

　
　
打
開
策
を
検
討
し
て
い

る
か
。

　
　
県
の
水
産
振
興
課
が
主

　
　
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
。県
漁
協
は
新
た
な

養
殖
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
町
単
独
事
業
と
し
て
は
、

ト
リ
ガ
イ
飼
育
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。

　
　
代
ヶ
崎
浜
の
谷
地
港
は
、

　
　
船
底
が
海
底
に
擦
れ
る

と
聞
く
が
、現
状
を
改
善
す

る
考
え
は
。

　
　
人
口
戦
略
会
議
よ
り
発

　
　
表
さ
れ
た「
地
方
自
治

体
持
続
可
能
性
分
析
レ
ポ
ー

ト
」で
、本
町
は
平
成
26
年

に
続
き
消
滅
可
能
性
自
治
体

と
位
置
付
け
ら
れ
た
。前
回

の
発
表
以
降
、ど
う
い
っ
た

対
策
を
し
て
き
た
の
か
。　

　
　
町
長
　
平
成
26
年
の
調

　
　
査
当
時
は
震
災
か
ら
の

復
旧
復
興
に
ま
い
進
し
て
い

た
。人
口
流
出
を
食
い
止
め

る
べ
く
、高
台
へ
の
集
団
移

転
や
災
害
公
営
住
宅
の
整
備

お
よ
び
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
や
被
災
住
民
の
心

の
ケ
ア
な
ど
に
重
点
を
置
い

て
い
た
。

　
　
今
回
の
発
表
を
ど
う
分

　
　
析
し
対
策
を
考
え
る
か
。

　
　
本
町
に
限
ら
ず
県
内
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町
村
が
直
面
す
る
最
も

重
要
な
課
題
と
受
け
止
め
、

改
め
て
施
政
方
針
に
掲
げ
て

い
る
６
つ
の
政
策
軸
の
推
進

が
重
要
と
再
認
識
し
た
。

　
人
口
の
自
然
減
対
策
と
し

て
は
、攻
め
の
福
祉
と
し
て

子
育
て
支
援
の
充
実
や
、各

種
保
健
事
業
の
推
進
に
よ
る

健
康
寿
命
の
延
伸
策
を
図
っ

て
い
る
。

　
社
会
減
対
策
と
し
て
は
、

震
災
復
興
事
業
の
完
遂
と
し

て
防
災
減
災
対
策
な
ど
、ま

た
子
育
て
世
代
の
定
住
策
と

し
て
人
材
の
育
成
を
掲
げ
て

き
た
。

　
　
具
体
的
な
人
口
減
対
策

　
　
と
し
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
や
移
住
支
援
金
、空
き

家
バ
ン
ク
、産
業
誘
致
、市
街

化
調
整
地
域
の
緩
和
と
い
っ

た
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
分

析
、調
査
し
て
い
る
。移
住

支
援
金
は
県
の
制
度
を
実
施

し
て
い
る
。空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
は
現
在
３
件
の
み
。

産
業
誘
致
は
ま
と
ま
っ
た
土

地
が
な
い
こ
と
か
ら
、サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フィ
ス
な
ど
小
さ

な
需
要
を
拾
え
な
い
か
情
報

収
集
し
て
い
る
。市
街
化
調

整
区
域
は
、県
に
緩
和
の
要

望
を
出
し
て
い
る
。

　
　
菖
蒲
田
浜
地
区
の
県
道

　
　
塩
釡
七
ヶ
浜
多
賀
城
線

と
七
ヶ
浜
横
断
線
の
丁
字
路

交
差
点
は
歩
行
者
、車
両
と

も
に
往
来
が
多
く
、
一
時
停

止
も
守
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

散
見
さ
れ
る
。本
交
差
点
の

安
全
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
本
交
差
点
で
の
事
故
件

数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
町
長
　
特
に
人
出
の
多

　
　
い
海
水
浴
期
間
中
の
週

末
は
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
、

花
火
大
会
の
際
は
交
通
指
導

員
や
町
職
員
に
よ
る
交
通
誘

導
で
対
応
し
て
い
る
。

　
信
号
設
置
は
過
去
に
警
察

に
要
望
し
た
が
、夏
場
の
一

　
　
県
漁
協
七
ヶ
浜
支
所
に

　
　
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

船
舶
の
航
行
に
支
障
が
出
て

い
る
な
ど
の
相
談
は
寄
せ
ら

れ
て
い
な
い
。

　
　
仙
台
塩
釡
港
湾
事
務
所

　
　
に
よ
る
と
、谷
地
港
は
、

７
月
に
浚
渫
工
事
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
定
期
的
な
調
査
を
町
と
し

て
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
県
漁
協
七
ヶ
浜
支
所
に

　
　
確
認
す
る
。

　
　
小
中
学
校
通
学
路
合
同

　
　
点
検
箇
所
マ
ッ
プ
の
No

 

50（
遠
山
地
区
避
難
所
か
ら

診
療
所
に
抜
け
る
町
道
）は
、

対
策
済
の
対
応
と
な
っ
て
い

る
。ど
の
よ
う
な
対
応
が
行

わ
れ
た
の
か
。

　
　
町
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
の

　
　
影
響
で
合
同
点
検
は
で

き
な
か
っ
た
。ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
注
意
喚
起
の
た
め
、
路

面
標
示
の
引
き
直
し
を
行
っ

た
。
更
な
る
注
意
喚
起
の
た

め
、
徐
行
の
路
面
標
示
を
新

規
で
一
カ
所
追
加
し
た
。

　
　
歩
道
の
増
設
の
よ
う
な

　
　
一
歩
進
ん
だ
対
策
は
。

　
　
過
去
に
、道
路
拡
幅
計

　
　
画
が
あ
っ
た
が
、用
地

問
題
で
交
渉
が
難
航
し
計
画

が
白
紙
に
な
っ
た
経
緯
が
あ

る
。歩
道
設
置
の
拡
幅
工
事

の
実
施
は
、地
区
住
民
の
合

意
形
成
が
必
要
な
た
め
困
難

な
状
況
で
あ
る
。

　
　
地
元
住
民
か
ら
危
な
い

　
　
と
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

柵
を
設
置
す
る
な
ど
工
夫
で

き
な
い
か
。

　
　
建
設
課
長
　
今
後
も
検

　
　
討
す
る
が
、具
体
策
を

提
示
す
る
の
は
難
し
い
。

時
的
な
人
流
と
い
う
こ
と
で

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

改
め
て
現
状
を
見
直
し
、設

置
基
準
を
満
た
す
よ
う
な
ら

再
度
要
望
書
を
提
出
す
る
。

　
事
故
件
数
は
警
察
か
ら
の

報
告
が
な
い
。

　
　
本
交
差
点
近
接
の
バ
ス

　
　
停
は
、横
断
歩
道
の
設

置
が
な
く
、公
共
バ
ス
で
来

訪
し
た
海
水
浴
客
な
ど
も
横

断
歩
道
な
し
で
県
道
を
渡
る

必
要
が
あ
る
。対
策
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
バ
ス

　
　
停
の
位
置
を
変
更
す
る

な
ど
工
夫
し
て
み
る
。

　
　
令
和
３
年
の
町
民
平
均

　
　
所
得
は
２
４
１
万
３
千

円
と
な
っ
て
い
る
が
、刺
網

漁
や
潜
水
漁
、海
苔
養
殖
業

の
一
人
当
た
り
の
所
得
の
状

況
は
。

　
　
町
長
　
令
和
５
年
の
所

　
　
得
の
状
況
は
１
２
６
万

３
千
円
で
あ
っ
た
。

　
　
町
と
し
て
の
後
継
者
育 

　
　
成
策
と
実
績
は
。ま
た

新
規
就
労
者
が
ど
の
部
門
へ

何
人
従
事
し
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
に
、農
漁
業

　
　
新
規
就
労
者
補
助
金
制

度
を
創
設
し
た
。漁
業
就
業

者
に
対
し
、海
苔
養
殖
業
に

は
17
名
、刺
網
漁
と
潜
水
漁

は
３
名
、計
20
名
に
交
付
。

　
　
本
町
と
似
た
よ
う
な
人

　
　
口
規
模
の
南
三
陸
町
は
、

第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次

産
業
と
も
に
本
町
よ
り
一
人

あ
た
り
の
平
均
所
得
が
高
い
。

本
町
と
し
て
現
状
を
ど
う
見

て
い
る
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
南
三
陸
町
は
内
湾
で
水

深
も
深
い
。本
町
は
水
深
は

浅
く
、外
洋
に
面
し
て
い
る
。

獲
れ
る
魚
種
、海
藻
等
が
全

く
違
う
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れ
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の
地
域

で
、漁
業
者
の
方
が
努
力
さ

れ
て
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で
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る
の
が
現
状
。

　
　
漁
業
者
と
ど
の
よ
う
に

　
　
打
開
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を
検
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し
て
い

る
か
。

　
　
県
の
水
産
振
興
課
が
主

　
　
体
と
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て
取
り
組
ん

で
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る
。県
漁
協
は
新
た
な

養
殖
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
町
単
独
事
業
と
し
て
は
、

ト
リ
ガ
イ
飼
育
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。

　
　
代
ヶ
崎
浜
の
谷
地
港
は
、

　
　
船
底
が
海
底
に
擦
れ
る

と
聞
く
が
、現
状
を
改
善
す

る
考
え
は
。

　
　
人
口
戦
略
会
議
よ
り
発

　
　
表
さ
れ
た「
地
方
自
治

体
持
続
可
能
性
分
析
レ
ポ
ー

ト
」で
、本
町
は
平
成
26
年

に
続
き
消
滅
可
能
性
自
治
体

と
位
置
付
け
ら
れ
た
。前
回

の
発
表
以
降
、ど
う
い
っ
た

対
策
を
し
て
き
た
の
か
。　

　
　
町
長
　
平
成
26
年
の
調

　
　
査
当
時
は
震
災
か
ら
の

復
旧
復
興
に
ま
い
進
し
て
い

た
。人
口
流
出
を
食
い
止
め

る
べ
く
、高
台
へ
の
集
団
移

転
や
災
害
公
営
住
宅
の
整
備

お
よ
び
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
生
や
被
災
住
民
の
心

の
ケ
ア
な
ど
に
重
点
を
置
い

て
い
た
。

　
　
今
回
の
発
表
を
ど
う
分

　
　
析
し
対
策
を
考
え
る
か
。

　
　
本
町
に
限
ら
ず
県
内
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町
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め
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に
掲
げ
て
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る
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つ
の
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が
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と
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め
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と
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事
業
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健
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寿
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の
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伸
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る
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と
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は
、
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事
業
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と
し
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対
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ど
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た
子
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て
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の
定
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と

し
て
人
材
の
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を
掲
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具
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な
人
口
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対
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と
し
て
地
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お
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し
協

力
隊
や
移
住
支
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金
、空
き

家
バ
ン
ク
、産
業
誘
致
、市
街

化
調
整
地
域
の
緩
和
と
い
っ

た
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
分

析
、調
査
し
て
い
る
。移
住

支
援
金
は
県
の
制
度
を
実
施

し
て
い
る
。空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
は
現
在
３
件
の
み
。

産
業
誘
致
は
ま
と
ま
っ
た
土

地
が
な
い
こ
と
か
ら
、サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フィ
ス
な
ど
小
さ

な
需
要
を
拾
え
な
い
か
情
報

収
集
し
て
い
る
。市
街
化
調

整
区
域
は
、県
に
緩
和
の
要

望
を
出
し
て
い
る
。

　
　
菖
蒲
田
浜
地
区
の
県
道

　
　
塩
釡
七
ヶ
浜
多
賀
城
線

と
七
ヶ
浜
横
断
線
の
丁
字
路

交
差
点
は
歩
行
者
、車
両
と

も
に
往
来
が
多
く
、
一
時
停

止
も
守
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

散
見
さ
れ
る
。本
交
差
点
の

安
全
対
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

ま
た
本
交
差
点
で
の
事
故
件

数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
町
長
　
特
に
人
出
の
多

　
　
い
海
水
浴
期
間
中
の
週

末
は
交
通
誘
導
員
を
配
置
し
、

花
火
大
会
の
際
は
交
通
指
導

員
や
町
職
員
に
よ
る
交
通
誘

導
で
対
応
し
て
い
る
。

　
信
号
設
置
は
過
去
に
警
察

に
要
望
し
た
が
、夏
場
の
一

　
　
県
漁
協
七
ヶ
浜
支
所
に

　
　
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

船
舶
の
航
行
に
支
障
が
出
て

い
る
な
ど
の
相
談
は
寄
せ
ら

れ
て
い
な
い
。

　
　
仙
台
塩
釡
港
湾
事
務
所

　
　
に
よ
る
と
、谷
地
港
は
、

７
月
に
浚
渫
工
事
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
定
期
的
な
調
査
を
町
と
し

て
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
県
漁
協
七
ヶ
浜
支
所
に

　
　
確
認
す
る
。

　
　
小
中
学
校
通
学
路
合
同

　
　
点
検
箇
所
マ
ッ
プ
の
No

 

50（
遠
山
地
区
避
難
所
か
ら

診
療
所
に
抜
け
る
町
道
）は
、

対
策
済
の
対
応
と
な
っ
て
い

る
。ど
の
よ
う
な
対
応
が
行

わ
れ
た
の
か
。

　
　
町
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
の

　
　
影
響
で
合
同
点
検
は
で

き
な
か
っ
た
。ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
注
意
喚
起
の
た
め
、
路

面
標
示
の
引
き
直
し
を
行
っ

た
。
更
な
る
注
意
喚
起
の
た

め
、
徐
行
の
路
面
標
示
を
新

規
で
一
カ
所
追
加
し
た
。

　
　
歩
道
の
増
設
の
よ
う
な

　
　
一
歩
進
ん
だ
対
策
は
。

　
　
過
去
に
、道
路
拡
幅
計

　
　
画
が
あ
っ
た
が
、用
地

問
題
で
交
渉
が
難
航
し
計
画

が
白
紙
に
な
っ
た
経
緯
が
あ

る
。歩
道
設
置
の
拡
幅
工
事

の
実
施
は
、地
区
住
民
の
合

意
形
成
が
必
要
な
た
め
困
難

な
状
況
で
あ
る
。

　
　
地
元
住
民
か
ら
危
な
い

　
　
と
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

柵
を
設
置
す
る
な
ど
工
夫
で

き
な
い
か
。

　
　
建
設
課
長
　
今
後
も
検

　
　
討
す
る
が
、具
体
策
を

提
示
す
る
の
は
難
し
い
。

時
的
な
人
流
と
い
う
こ
と
で

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

改
め
て
現
状
を
見
直
し
、設

置
基
準
を
満
た
す
よ
う
な
ら

再
度
要
望
書
を
提
出
す
る
。

　
事
故
件
数
は
警
察
か
ら
の

報
告
が
な
い
。

　
　
本
交
差
点
近
接
の
バ
ス

　
　
停
は
、横
断
歩
道
の
設

置
が
な
く
、公
共
バ
ス
で
来

訪
し
た
海
水
浴
客
な
ど
も
横

断
歩
道
な
し
で
県
道
を
渡
る

必
要
が
あ
る
。対
策
は
。

　
　
防
災
対
策
室
長
　
バ
ス

　
　
停
の
位
置
を
変
更
す
る

な
ど
工
夫
し
て
み
る
。

鈴　木　惠　子
す ず き け い こ

能　勢　鯨　太
の せ け い た

横断歩道が足りません交通量が多い通勤・通学時間帯

獲れたぞ！だが売値は

町の考えを聞く 一 般 質 問問

か
ん
す
い

し
ゅ
ん
せ
つ
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各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
登
録
児
童
数
と
待
機
児

童
数
は
。

　
　
町
長
　
４
月
１
日
時
点

　
　
で
は
、は
ま
ぎ
く
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
94
、待

機
27
名
。さ
く
ら
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
登
録
68
、待
機
０

名
。ま
つ
か
ぜ
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
登
録
60
、待
機
９
名

で
あ
る
。

　
　
現
時
点
で
の
待
機
児
童

　
　
数
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
５
月
１
日
現
在
、は
ま

ぎ
く
29
、
さ
く
ら
０
、
ま
つ

か
ぜ
12
名
で
あ
る
。

　
　
学
校
の
空
き
教
室
の
利

　
　
用
や
公
共
施
設
を
利
用

す
る
な
ど
、待
機
児
童
問
題

解
決
の
具
体
策
は
。

　
　
町
長
　
空
き
教
室
の
活

　
　
用
は
、教
員
の
新
た
な

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、活

用
す
る
際
の
管
理
運
営
上
の

責
任
体
制
を
明
確
に
す
る
な

ど
の
確
認
事
項
が
あ
る
。公

共
施
設
の
利
用
は
、学
区
外

か
ら
登
所
す
る
こ
と
に
よ
る

児
童
の
安
全
面
を
考
慮
し
た

対
策
が
必
要
で
あ
る
。ま
た

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
基
準
で
は
、
一
単
位
ご
と

に
支
援
員
２
人
以
上
の
配
置

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、公

共
施
設
等
の
確
保
の
問
題
と

同
時
に
、支
援
員
確
保
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
待
機
児
童
問
題
は
、解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
べき
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

各
小
学
校
や
指
定
管
理
者
な

ど
と
協
議
を
重
ね
、解
消
に

向
け
た
方
策
を
検
証
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
夏
休
み
が
始
ま
る
ま
で

　
　
に
解
消
で
き
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
教
室
を
活
用
す
る
か
ど

う
か
の
問
題
も
あ
る
が
、支

援
員
の
確
保
と
い
う
問
題
も

あ
り
、夏
ま
で
に
は
間
に
合

わ
な
い
。

　
　
放
課
後
子
ど
も
環
境
整

　
　
備
事
業
等
、問
題
を
解

消
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な

交
付
金
も
あ
る
が
。

　
　
交
付
金
の
メ
ニ
ュ
ー
は

　
　
出
さ
れ
て
お
り
、使
え

る
か
ど
う
か
探
っ
て
い
る
。

ど
う
い
っ
た
策
が
取
れ
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
町
民
か
ら
、ト
イ
レ
や

　
　
S
N
S
映
え
し
そ
う
な

景
色
の
良
い
と
こ
ろ
に
、自

転
車
用
ス
タ
ン
ド
の
設
置
や

ベン
チ
設
置
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
た
。観
光
客
に
や
さ
し

く
利
用
し
や
す
い
環
境
は
、

町
民
に
も
利
点
が
あ
る
が
計

画
は
。

　
　
町
長
　
施
設
整
備
で
は

　
　
な
い
が
、新
た
な
観
光

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
を
七
ヶ

浜
観
光
協
会
へ
事
業
委
託
し

て
い
る
。年
度
内
で
の
完
成

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
転
車
を
立
て
る
ス
タ
ン
ド

や
ベン
チ
を
設
置
す
る
計
画

は
、現
時
点
で
は
な
い
。

　
　
沿
岸
部
に
立
地
す
る
場

　
　
所
に
は
多
く
の
方
が
訪

れ
利
用
し
て
い
る
。夏
の
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、劣

化
し
て
い
る
避
難
誘
導
標
識

の
更
新
や
交
換
、誰
に
で
も

分
か
り
や
す
い
標
識
や
避
難

マッ
プ
の
整
備
を
行
い
、目
に

と
ま
り
や
す
い
工
夫
を
す
る

考
え
は
。

　
　
避
難
誘
導
標
識
や
津
波

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整

備
は
、設
置
完
了
し
て
い
る
。

劣
化
し
て
い
る
も
の
は
、菖

蒲
田
海
水
浴
場
実
行
委
員
会

が
背
後
の
高
台
へ
誘
導
す
る

た
め
に
以
前
作
成
し
た
立
て

看
板
と
思
わ
れ
る
。町
と
し

て
避
難
誘
導
標
識
を
設
置
し

た
た
め
、劣
化
し
て
い
る
も

の
は
今
期
に
向
け
て
撤
去
予

定
で
あ
る
。

　
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
前
に
は

毎
年
津
波
フ
ラ
ッ
グ
を
用
い

た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。海
岸
を
利
用
す
る
方
々

お
よ
び
海
水
浴
場
監
視
員
に

よ
り
、災
害
に
対
す
る
避
難
、

あ
る
い
は
避
難
誘
導
の
先
進

的
な
活
動
や
呼
び
か
け
な
ど
、

利
用
者
の
避
難
認
識
は
年
々

高
ま
っ
て
い
る
。今
後
も
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
、避
難
誘
導
の
あ

り
方
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
な
が
す
か
多
目
的
広
場

　
　
駐
車
場
、Ｃ
Ｃ
Ｚ
等
駐

車
料
金
に
対
し
何
度
も
一
般

質
問
を
し
て
い
る
が
、今
年

度
も
年
間
７
４
３
万
円
を
予

算
化
し
た
が
有
料
化
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
サ
ー
フ
ァ
ー
な
ど
駐

車
料
金
は
取
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
指
定
管
理
制
度

　
　
や
一
部
委
託
な
ど
官
民

連
携
な
ど
の
事
例
は
あ
る
と

考
え
た
が
、現
時
点
は
町
の

職
員
を
配
置
し
管
理
運
用
を

考
え
て
い
る
。

　
　
指
定
管
理
で
は
な
く
完

　
　
全
な
貸
し
付
け
で
複
合

施
設
等
を
つ
け
れ
ば
、も
っ

と
集
客
は
あ
る
の
で
は
い
か
。             

　
　
建
設
課
長
　
目
的
外
で

　
　
の
駐
車
を
し
て
い
る
が

料
金
は
と
っ
て
い
な
い
。

　
　
地
区
町
営
住
宅
の
集
積

　
　
所
への
水
道
栓
設
置
の

説
明
が
、水
道
管
が
壊
れ
た

ら
、ど
う
し
ま
す
か
、凍
っ
て

破
損
し
た
ら
ど
う
し
ま
す
か

と
、デ
メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
言
っ

た
ら
、誰
で
も
委
縮
し
、「
そ

れ
じ
ゃ
止
め
る
」と
言
い
ま

す
よ
。

　
　
副
町
長
　
議
員
が
言
わ

　
　
れ
た
こ
と
を
説
明
し
た

よ
う
だ
。修
繕
に
そ
ん
な
に

か
か
る
こ
と
は
な
い
。大
変

申
し
訳
な
い
。

　
も
う
一
度
、説
明
に
行
く

な
り
、や
ら
な
い
と
駄
目
と

指
導
し
た
。世
話
人
さ
ん
達

に
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
。

　
設
置
を
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え
て
も
、い
い

と
こ
ろ
ま
で
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が
進
ん
で
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る
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在
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12
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や
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利
用
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な
ど
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解
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の
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長
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の
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は
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の
新
た
な
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担
と
な
ら
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い
よ
う
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る
際
の
管
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運
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上
の
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制
を
明
確
に
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る
な

ど
の
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事
項
が
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外
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所
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び
運
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人
以
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が
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会
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。
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転
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ド
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る
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に
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、
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な
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も
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か
分
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な
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に
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え
、避
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誘
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の
あ

り
方
を
調
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研
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て
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く
。
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が
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多
目
的
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場

　
　
駐
車
場
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Ｃ
Ｚ
等
駐

車
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金
に
対
し
何
度
も
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を
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て
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る
が
、今
年

度
も
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間
７
４
３
万
円
を
予

算
化
し
た
が
有
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化
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
サ
ー
フ
ァ
ー
な
ど
駐

車
料
金
は
取
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
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長
　
指
定
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理
制
度

　
　
や
一
部
委
託
な
ど
官
民

連
携
な
ど
の
事
例
は
あ
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と

考
え
た
が
、現
時
点
は
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の

職
員
を
配
置
し
管
理
運
用
を

考
え
て
い
る
。

　
　
指
定
管
理
で
は
な
く
完

　
　
全
な
貸
し
付
け
で
複
合

施
設
等
を
つ
け
れ
ば
、も
っ

と
集
客
は
あ
る
の
で
は
い
か
。             

　
　
建
設
課
長
　
目
的
外
で

　
　
の
駐
車
を
し
て
い
る
が

料
金
は
と
っ
て
い
な
い
。

　
　
地
区
町
営
住
宅
の
集
積

　
　
所
への
水
道
栓
設
置
の

説
明
が
、水
道
管
が
壊
れ
た

ら
、ど
う
し
ま
す
か
、凍
っ
て

破
損
し
た
ら
ど
う
し
ま
す
か

と
、デ
メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
言
っ

た
ら
、誰
で
も
委
縮
し
、「
そ

れ
じ
ゃ
止
め
る
」と
言
い
ま

す
よ
。

　
　
副
町
長
　
議
員
が
言
わ

　
　
れ
た
こ
と
を
説
明
し
た

よ
う
だ
。修
繕
に
そ
ん
な
に

か
か
る
こ
と
は
な
い
。大
変

申
し
訳
な
い
。

　
も
う
一
度
、説
明
に
行
く

な
り
、や
ら
な
い
と
駄
目
と

指
導
し
た
。世
話
人
さ
ん
達

に
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
。

　
設
置
を
考
え
て
も
、い
い

と
こ
ろ
ま
で
協
議
が
進
ん
で

い
る
。

佐　藤　直　美
さ と う な お み

遠　藤　喜　二
え ん ど う よ し じ

夏休みまでに待機児童の解消は
子ども未来課長 夏までには間に合わない

町
長
魅
力
あ
る
観
光
地
を

　
　
　
　
　
　目
指
す
考
え
は

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
予
定

自転車でも観光しやすい環境を

水道設置デメリットだけ伝えたら
副町長 世話人さんらに申し訳ない

町
長
広
場
を
民
間
に
貸
与
し
運
用
し
て
は

　町
の
職
員
を
配
置
し
管
理
運
営
を

ごみ集積所の水道栓

町の考えを聞く 一 般 質 問問
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※
そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

「
表
浜
の
製
塩
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
」
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問

問

答問答
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問答

答

問 問

答 答

　
　
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
登
録
児
童
数
と
待
機
児

童
数
は
。

　
　
町
長
　
４
月
１
日
時
点

　
　
で
は
、は
ま
ぎ
く
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
94
、待

機
27
名
。さ
く
ら
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
登
録
68
、待
機
０

名
。ま
つ
か
ぜ
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
登
録
60
、待
機
９
名

で
あ
る
。

　
　
現
時
点
で
の
待
機
児
童

　
　
数
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
５
月
１
日
現
在
、は
ま

ぎ
く
29
、
さ
く
ら
０
、
ま
つ

か
ぜ
12
名
で
あ
る
。

　
　
学
校
の
空
き
教
室
の
利

　
　
用
や
公
共
施
設
を
利
用

す
る
な
ど
、待
機
児
童
問
題

解
決
の
具
体
策
は
。

　
　
町
長
　
空
き
教
室
の
活

　
　
用
は
、教
員
の
新
た
な

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、活

用
す
る
際
の
管
理
運
営
上
の

責
任
体
制
を
明
確
に
す
る
な

ど
の
確
認
事
項
が
あ
る
。公

共
施
設
の
利
用
は
、学
区
外

か
ら
登
所
す
る
こ
と
に
よ
る

児
童
の
安
全
面
を
考
慮
し
た

対
策
が
必
要
で
あ
る
。ま
た

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
基
準
で
は
、
一
単
位
ご
と

に
支
援
員
２
人
以
上
の
配
置

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、公

共
施
設
等
の
確
保
の
問
題
と

同
時
に
、支
援
員
確
保
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
待
機
児
童
問
題
は
、解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
べき
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

各
小
学
校
や
指
定
管
理
者
な

ど
と
協
議
を
重
ね
、解
消
に

向
け
た
方
策
を
検
証
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
夏
休
み
が
始
ま
る
ま
で

　
　
に
解
消
で
き
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
教
室
を
活
用
す
る
か
ど

う
か
の
問
題
も
あ
る
が
、支

援
員
の
確
保
と
い
う
問
題
も

あ
り
、夏
ま
で
に
は
間
に
合

わ
な
い
。

　
　
放
課
後
子
ど
も
環
境
整

　
　
備
事
業
等
、問
題
を
解

消
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な

交
付
金
も
あ
る
が
。

　
　
交
付
金
の
メ
ニ
ュ
ー
は

　
　
出
さ
れ
て
お
り
、使
え

る
か
ど
う
か
探
っ
て
い
る
。

ど
う
い
っ
た
策
が
取
れ
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
町
民
か
ら
、ト
イ
レ
や

　
　
S
N
S
映
え
し
そ
う
な

景
色
の
良
い
と
こ
ろ
に
、自

転
車
用
ス
タ
ン
ド
の
設
置
や

ベン
チ
設
置
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
た
。観
光
客
に
や
さ
し

く
利
用
し
や
す
い
環
境
は
、

町
民
に
も
利
点
が
あ
る
が
計

画
は
。

　
　
町
長
　
施
設
整
備
で
は

　
　
な
い
が
、新
た
な
観
光

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
を
七
ヶ

浜
観
光
協
会
へ
事
業
委
託
し

て
い
る
。年
度
内
で
の
完
成

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
転
車
を
立
て
る
ス
タ
ン
ド

や
ベン
チ
を
設
置
す
る
計
画

は
、現
時
点
で
は
な
い
。

　
　
沿
岸
部
に
立
地
す
る
場

　
　
所
に
は
多
く
の
方
が
訪

れ
利
用
し
て
い
る
。夏
の
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、劣

化
し
て
い
る
避
難
誘
導
標
識

の
更
新
や
交
換
、誰
に
で
も

分
か
り
や
す
い
標
識
や
避
難

マッ
プ
の
整
備
を
行
い
、目
に

と
ま
り
や
す
い
工
夫
を
す
る

考
え
は
。

　
　
避
難
誘
導
標
識
や
津
波

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整

備
は
、設
置
完
了
し
て
い
る
。

劣
化
し
て
い
る
も
の
は
、菖

蒲
田
海
水
浴
場
実
行
委
員
会

が
背
後
の
高
台
へ
誘
導
す
る

た
め
に
以
前
作
成
し
た
立
て

看
板
と
思
わ
れ
る
。町
と
し

て
避
難
誘
導
標
識
を
設
置
し

た
た
め
、劣
化
し
て
い
る
も

の
は
今
期
に
向
け
て
撤
去
予

定
で
あ
る
。

　
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
前
に
は

毎
年
津
波
フ
ラ
ッ
グ
を
用
い

た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。海
岸
を
利
用
す
る
方
々

お
よ
び
海
水
浴
場
監
視
員
に

よ
り
、災
害
に
対
す
る
避
難
、

あ
る
い
は
避
難
誘
導
の
先
進

的
な
活
動
や
呼
び
か
け
な
ど
、

利
用
者
の
避
難
認
識
は
年
々

高
ま
っ
て
い
る
。今
後
も
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
、避
難
誘
導
の
あ

り
方
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
な
が
す
か
多
目
的
広
場

　
　
駐
車
場
、Ｃ
Ｃ
Ｚ
等
駐

車
料
金
に
対
し
何
度
も
一
般

質
問
を
し
て
い
る
が
、今
年

度
も
年
間
７
４
３
万
円
を
予

算
化
し
た
が
有
料
化
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
サ
ー
フ
ァ
ー
な
ど
駐

車
料
金
は
取
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
指
定
管
理
制
度

　
　
や
一
部
委
託
な
ど
官
民

連
携
な
ど
の
事
例
は
あ
る
と

考
え
た
が
、現
時
点
は
町
の

職
員
を
配
置
し
管
理
運
用
を

考
え
て
い
る
。

　
　
指
定
管
理
で
は
な
く
完

　
　
全
な
貸
し
付
け
で
複
合

施
設
等
を
つ
け
れ
ば
、も
っ

と
集
客
は
あ
る
の
で
は
い
か
。             

　
　
建
設
課
長
　
目
的
外
で

　
　
の
駐
車
を
し
て
い
る
が

料
金
は
と
っ
て
い
な
い
。

　
　
地
区
町
営
住
宅
の
集
積

　
　
所
への
水
道
栓
設
置
の

説
明
が
、水
道
管
が
壊
れ
た

ら
、ど
う
し
ま
す
か
、凍
っ
て

破
損
し
た
ら
ど
う
し
ま
す
か

と
、デ
メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
言
っ

た
ら
、誰
で
も
委
縮
し
、「
そ

れ
じ
ゃ
止
め
る
」と
言
い
ま

す
よ
。

　
　
副
町
長
　
議
員
が
言
わ

　
　
れ
た
こ
と
を
説
明
し
た

よ
う
だ
。修
繕
に
そ
ん
な
に

か
か
る
こ
と
は
な
い
。大
変

申
し
訳
な
い
。

　
も
う
一
度
、説
明
に
行
く

な
り
、や
ら
な
い
と
駄
目
と

指
導
し
た
。世
話
人
さ
ん
達

に
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
。

　
設
置
を
考
え
て
も
、い
い

と
こ
ろ
ま
で
協
議
が
進
ん
で

い
る
。

　
　
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
　
登
録
児
童
数
と
待
機
児

童
数
は
。

　
　
町
長
　
４
月
１
日
時
点

　
　
で
は
、は
ま
ぎ
く
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
登
録
94
、待

機
27
名
。さ
く
ら
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
登
録
68
、待
機
０

名
。ま
つ
か
ぜ
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
登
録
60
、待
機
９
名

で
あ
る
。

　
　
現
時
点
で
の
待
機
児
童

　
　
数
は
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
５
月
１
日
現
在
、は
ま

ぎ
く
29
、
さ
く
ら
０
、
ま
つ

か
ぜ
12
名
で
あ
る
。

　
　
学
校
の
空
き
教
室
の
利

　
　
用
や
公
共
施
設
を
利
用

す
る
な
ど
、待
機
児
童
問
題

解
決
の
具
体
策
は
。

　
　
町
長
　
空
き
教
室
の
活

　
　
用
は
、教
員
の
新
た
な

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、活

用
す
る
際
の
管
理
運
営
上
の

責
任
体
制
を
明
確
に
す
る
な

ど
の
確
認
事
項
が
あ
る
。公

共
施
設
の
利
用
は
、学
区
外

か
ら
登
所
す
る
こ
と
に
よ
る

児
童
の
安
全
面
を
考
慮
し
た

対
策
が
必
要
で
あ
る
。ま
た

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関
す

る
基
準
で
は
、
一
単
位
ご
と

に
支
援
員
２
人
以
上
の
配
置

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、公

共
施
設
等
の
確
保
の
問
題
と

同
時
に
、支
援
員
確
保
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
待
機
児
童
問
題
は
、解
決

に
向
け
て
取
り
組
む
べき
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

各
小
学
校
や
指
定
管
理
者
な

ど
と
協
議
を
重
ね
、解
消
に

向
け
た
方
策
を
検
証
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
夏
休
み
が
始
ま
る
ま
で

　
　
に
解
消
で
き
る
の
か
。

　
　
子
ど
も
未
来
課
長

　
　
教
室
を
活
用
す
る
か
ど

う
か
の
問
題
も
あ
る
が
、支

援
員
の
確
保
と
い
う
問
題
も

あ
り
、夏
ま
で
に
は
間
に
合

わ
な
い
。

　
　
放
課
後
子
ど
も
環
境
整

　
　
備
事
業
等
、問
題
を
解

消
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な

交
付
金
も
あ
る
が
。

　
　
交
付
金
の
メ
ニ
ュ
ー
は

　
　
出
さ
れ
て
お
り
、使
え

る
か
ど
う
か
探
っ
て
い
る
。

ど
う
い
っ
た
策
が
取
れ
る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
町
民
か
ら
、ト
イ
レ
や

　
　
S
N
S
映
え
し
そ
う
な

景
色
の
良
い
と
こ
ろ
に
、自

転
車
用
ス
タ
ン
ド
の
設
置
や

ベン
チ
設
置
の
要
望
が
寄
せ

ら
れ
た
。観
光
客
に
や
さ
し

く
利
用
し
や
す
い
環
境
は
、

町
民
に
も
利
点
が
あ
る
が
計

画
は
。

　
　
町
長
　
施
設
整
備
で
は

　
　
な
い
が
、新
た
な
観
光

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
を
七
ヶ

浜
観
光
協
会
へ
事
業
委
託
し

て
い
る
。年
度
内
で
の
完
成

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
転
車
を
立
て
る
ス
タ
ン
ド

や
ベン
チ
を
設
置
す
る
計
画

は
、現
時
点
で
は
な
い
。

　
　
沿
岸
部
に
立
地
す
る
場

　
　
所
に
は
多
く
の
方
が
訪

れ
利
用
し
て
い
る
。夏
の
ハ

イ
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、劣

化
し
て
い
る
避
難
誘
導
標
識

の
更
新
や
交
換
、誰
に
で
も

分
か
り
や
す
い
標
識
や
避
難

マッ
プ
の
整
備
を
行
い
、目
に

と
ま
り
や
す
い
工
夫
を
す
る

考
え
は
。

　
　
避
難
誘
導
標
識
や
津
波

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整

備
は
、設
置
完
了
し
て
い
る
。

劣
化
し
て
い
る
も
の
は
、菖

蒲
田
海
水
浴
場
実
行
委
員
会

が
背
後
の
高
台
へ
誘
導
す
る

た
め
に
以
前
作
成
し
た
立
て

看
板
と
思
わ
れ
る
。町
と
し

て
避
難
誘
導
標
識
を
設
置
し

た
た
め
、劣
化
し
て
い
る
も

の
は
今
期
に
向
け
て
撤
去
予

定
で
あ
る
。

　
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
前
に
は

毎
年
津
波
フ
ラ
ッ
グ
を
用
い

た
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。海
岸
を
利
用
す
る
方
々

お
よ
び
海
水
浴
場
監
視
員
に

よ
り
、災
害
に
対
す
る
避
難
、

あ
る
い
は
避
難
誘
導
の
先
進

的
な
活
動
や
呼
び
か
け
な
ど
、

利
用
者
の
避
難
認
識
は
年
々

高
ま
っ
て
い
る
。今
後
も
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
、避
難
誘
導
の
あ

り
方
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
な
が
す
か
多
目
的
広
場

　
　
駐
車
場
、Ｃ
Ｃ
Ｚ
等
駐

車
料
金
に
対
し
何
度
も
一
般

質
問
を
し
て
い
る
が
、今
年

度
も
年
間
７
４
３
万
円
を
予

算
化
し
た
が
有
料
化
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
サ
ー
フ
ァ
ー
な
ど
駐

車
料
金
は
取
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
指
定
管
理
制
度

　
　
や
一
部
委
託
な
ど
官
民

連
携
な
ど
の
事
例
は
あ
る
と

考
え
た
が
、現
時
点
は
町
の

職
員
を
配
置
し
管
理
運
用
を

考
え
て
い
る
。

　
　
指
定
管
理
で
は
な
く
完

　
　
全
な
貸
し
付
け
で
複
合

施
設
等
を
つ
け
れ
ば
、も
っ

と
集
客
は
あ
る
の
で
は
い
か
。             

　
　
建
設
課
長
　
目
的
外
で

　
　
の
駐
車
を
し
て
い
る
が

料
金
は
と
っ
て
い
な
い
。

　
　
地
区
町
営
住
宅
の
集
積

　
　
所
への
水
道
栓
設
置
の

説
明
が
、水
道
管
が
壊
れ
た

ら
、ど
う
し
ま
す
か
、凍
っ
て

破
損
し
た
ら
ど
う
し
ま
す
か

と
、デ
メ
リ
ッ
ト
だ
け
を
言
っ

た
ら
、誰
で
も
委
縮
し
、「
そ

れ
じ
ゃ
止
め
る
」と
言
い
ま

す
よ
。

　
　
副
町
長
　
議
員
が
言
わ

　
　
れ
た
こ
と
を
説
明
し
た

よ
う
だ
。修
繕
に
そ
ん
な
に

か
か
る
こ
と
は
な
い
。大
変

申
し
訳
な
い
。

　
も
う
一
度
、説
明
に
行
く

な
り
、や
ら
な
い
と
駄
目
と

指
導
し
た
。世
話
人
さ
ん
達

に
申
し
訳
な
い
こ
と
を
し
た
。

　
設
置
を
考
え
て
も
、い
い

と
こ
ろ
ま
で
協
議
が
進
ん
で

い
る
。

佐　藤　直　美
さ と う な お み

遠　藤　喜　二
え ん ど う よ し じ

夏休みまでに待機児童の解消は
子ども未来課長 夏までには間に合わない

町
長
魅
力
あ
る
観
光
地
を

　
　
　
　
　
　目
指
す
考
え
は

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
予
定

自転車でも観光しやすい環境を

水道設置デメリットだけ伝えたら
副町長 世話人さんらに申し訳ない

町
長
広
場
を
民
間
に
貸
与
し
運
用
し
て
は

　町
の
職
員
を
配
置
し
管
理
運
営
を

ごみ集積所の水道栓

町の考えを聞く 一 般 質 問問

⑮ しちがはま議会だより　第160号　令和６年８月１日発行 しちがはま議会だより　第160号　令和６年８月１日発行 ⑭

※
そ
の
他
に
も
こ
ん
な
質
問
を
し
ま
し
た
。

「
表
浜
の
製
塩
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
」



問問 答

問答

問答問答

問答問

答

問答

問答

答

先進地に学ぶ

脳ドックの受診助成は
他自治体の動向を注視したい町長

町
長
小
田
小
友
線
の
交
通
障
害
解
消
を

　関
係
機
関
と
協
議
し
対
応
し
た
い

家賃軽減措置の継続を
継続の考えはない町長

　
６
月
17
日
と
18
日
の
２
日

間
で
茨
城
県
城
里
町
、福
島

県
川
俣
町
の
視
察
研
修
を
し

て
き
ま
し
た
。

茨
城
県
城
里
町

拠
点
校
部
活
動・部
活
動
連

携
事
業
タ
ク
シ
ー

　
城
里
町
に
は
中
学
校
が
２

校
あ
り
ま
す
。桂
中
学
校（
全

校
生
徒
81
人
、部
活
動
６
種

類
）の
生
徒
が
入
部
を
希
望

す
る
部
活
が
な
い
場
合
、約

５
km
離
れ
て
い
る
常
北
中
学

校（
生
徒
数
２
７
０
名
、部
活

動
13
種
類
）に「
部
活
動
タ

ク
シ
ー
」を
利
用
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。終
了
後
も
桂

中
学
校
ま
で
送
っ
て
も
ら
え

ま
す
。

　
部
活
動
タ
ク
シ
ー
の
導
入

を
考
え
始
め
た
の
が
５
年
12

月
、運
用
開
始
が
６
年
４
月
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
現

さ
れ
ま
し
た
。利
用
者
は
４

名
で
、
来
年
以
降
増
え
た
場

合
、現
体
制
で
の
運
行
は
難

し
く
な
る
等
、課
題
は
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

・
事
業
費
予
算
４
９
０
万
円

・
保
護
者
負
担
は
な
し

・
利
用
者
は
野
球
部
、剣
道

部
所
属
の
生
徒
４
名

・
吹
奏
楽
部
の
生
徒
も
合
同

練
習
を
行
う
た
め
利
用

・
学
校
の
休
業
日（
長
期
休

業
日
も
含
む
）で
も
部
活
動

が
あ
る
場
合
は
運
行
す
る

・
拠
点
校
部
活
動
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、桂
中
学
校
の

時
間
割
を
変
更
し
た

・
部
活
動
加
入
は
任
意

福
島
県
川
俣
町

部
活
動
地
域
移
行

　
川
俣
町
立
川
俣
中
学
校
で

は
、５
年
度
よ
り
運
動
部
８

つ
の
う
ち
５
つ
で
週
末
の
活

動
の
地
域
移
行
を
開
始
し
て

い
ま
す
。今
年
度
は
３
つ
の

部
活
動
も
実
施
完
了
と
な
る

予
定
で
す
。施
設
の
予
約
や
、

学
校
と
地
域
ク
ラ
ブ
で
の
情

報
共
有
に
関
し
て
等
、課
題

は
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

・
事
業
費
予
算
６
４
６
万
円

・
平
日
は
部
活
動
、休
日
は

地
域
ク
ラ
ブ
で
活
動

・
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
の

３
時
間
程
度

・
部
活
動
は
教
員
、地
域
ク

ラ
ブ
活
動
は
地
域
の
指
導
者

が
指
導

・
大
会
等
で
部
活
動
と
し
て

参
加
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、休
日
で
あ
っ
て
も
部
活

動
と
し
て
教
員（
顧
問
）が
引

率
を
行
う
場
合
も
あ
る

・
生
徒
は「
か
わ
ま
た
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
へ
登
録
し
、

保
険
に
も
加
入
す
る
が
費
用

は
町
が
負
担

・
現
在
は
保
護
者
負
担
は
な

い
が
、持
続
可
能
な
活
動
を

行
う
た
め
、受
益
者
負
担
額

や
困
窮
世
帯
への
支
援
の
基

準
等
を
検
討
す
る

　
本
町
の
部
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
似
て
い
ま
す
。希

望
す
る
部
活
で
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
参
考
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
拠
点
校
部
活
動
…
在
籍
校
に
希
望
す
る
部
活
動
が
な
い
場
合
に
、拠
点
と
な
る
他
の
中
学
校
の
部
活
動
に
参
加
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
部
活
動
地
域
移
行
…
少
子
化
に
よ
り
部
活
動
が
減
少
す
る
な
ど
生
徒
が
持
続
的
に
活
動
す
る
機
会
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、部
活
動
が
教
職
員
の
負
担
と
な
り
、本
来
の
職
務
遂
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、学
校
の
代
わ
り
に
地
域
で
部
活
動
を
担
う
こ
と
で
す
。

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
現
在
、東
日
本
大
震
災

　
　
特
別
家
賃
低
減
化
事
業

に
よ
り
、住
宅
被
害
者
や
世

帯
に
安
価
な
住
宅
提
供
を
し

て
い
る
。10
年
が
経
過
す
る

来
年
度
よ
り
軽
減
措
置
が
廃

止
さ
れ
る
。

　
現
在
入
居
し
て
い
る
被
災

世
帯
数
と
入
居
者
数
は
。

　
　
町
長
　
１
３
４
世
帯
、

　
　
２
２
６
人
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
軽

　
　
減
事
業
を
継
続
し
た
場

合
、今
後
10
年
間
の
低
減
化

事
業
の
負
担
見
込
額
は
。

　
　
６
年
度
予
算
同
額
で
４

　
　
７
８
万
２
千
円
。10
年

間
で
４
７
８
２
万
円
の
負
担

と
な
る
。

　
　
町
営
住
宅
建
設（
整
備
）

　
　
費
用
総
額
の
復
興
交
付

金
お
よ
び
町
負
担
額
は
。

　
　
総
費
用
額
は
60
億
７
０

　
　
１
４
万
７
５
６
２
円
。

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

53
億
６
０
８
５
万
４
８
３
２

円
。地
方
債
７
億
２
７
８
０

万
円
。町
負
担
額
は
３
５
４

９
万
２
７
３
０
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

　
　
５
年
度
末
の
災
害
公
営

　
　
住
宅
維
持
管
理
基
金
の

額
は
。

　
　
20
億
６
７
１
２
万
２
千

　
　
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
被
災
者
が
安
心
し
て
住

　
　
み
続
け
ら
れ
る
町
営
住

宅
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
か

ら
、軽
減
措
置
の
継
続
を
お

こ
な
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
独
自
減
免
で
５
年
間

　
　
減
額
し
て
き
た
。現
時

点
で
は
継
続
せ
ず
、７
年
度

末
で
終
了
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
　
町
道
に
沿
っ
て
大
木
囲

　
　
貝
塚
遺
跡
公
園
か
ら
張

り
出
し
て
い
る
高
木
の
剪
定

を
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　町
道
で
の
作
業

　
　
が
伴
う
た
め
、関
係
機

関
と
協
議
し
対
応
し
た
い
。

　
　
歩
行
者
の
安
全
確
保
の

　
　
た
め
、歩
道
を
覆
う
枝

葉
の
剪
定
の
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は
。
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調
で
血
管
疾
患
の
７
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告
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。
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。
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を
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。
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。
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。現
時
点

で
考
え
は
な
い
。
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18
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の
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日
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で
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県
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里
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、福
島

県
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俣
町
の
視
察
研
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を
し

て
き
ま
し
た
。
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点
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里
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に
は
中
学
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が
２
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あ
り
ま
す
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中
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全
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81
人
、部
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動
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種

類
）の
生
徒
が
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を
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る
部
活
が
な
い
場
合
、約
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常
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学
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数
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０
名
、部
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動
13
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類
）に「
部
活
動
タ
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」を
利
用
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。終
了
後
も
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中
学
校
ま
で
送
っ
て
も
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え

ま
す
。

　
部
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動
タ
ク
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の
導
入

を
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の
が
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が
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、
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感
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で
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等
、課
題
は
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の
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と
で
す
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予
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負
担
は
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し
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の
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・
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が
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に
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り
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中
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中
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８
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週
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の
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の
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の
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活
動
も
実
施
完
了
と
な
る

予
定
で
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や
、
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と
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の
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等
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と
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と
で
す
。
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円
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は
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活
動
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日
は

地
域
ク
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で
活
動

・
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ま
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は
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曜
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の
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時
間
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度

・
部
活
動
は
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域
ク
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活
動
は
地
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の
指
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者

が
指
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・
大
会
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で
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と
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参
加
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る
必
要
が
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る
場
合

は
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で
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も
部
活

動
と
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て
教
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問
）が
引
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を
行
う
場
合
も
あ
る

・
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か
わ
ま
た
ス
ポ

ー
ツ
ク
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ブ
」
へ
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し
、

保
険
に
も
加
入
す
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が
費
用

は
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が
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担

・
現
在
は
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者
負
担
は
な

い
が
、持
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可
能
な
活
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を

行
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た
め
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益
者
負
担
額

や
困
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世
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の
基
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等
を
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す
る

　
本
町
の
部
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
似
て
い
ま
す
。希

望
す
る
部
活
で
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
参
考
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
拠
点
校
部
活
動
…
在
籍
校
に
希
望
す
る
部
活
動
が
な
い
場
合
に
、拠
点
と
な
る
他
の
中
学
校
の
部
活
動
に
参
加
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
部
活
動
地
域
移
行
…
少
子
化
に
よ
り
部
活
動
が
減
少
す
る
な
ど
生
徒
が
持
続
的
に
活
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す
る
機
会
の
確
保
が
困
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に
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た
こ
と
や
、部
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が
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の
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と
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り
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の
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に
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を
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た
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て
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こ
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を
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に
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で
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こ
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で
す
。
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に
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や
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度
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現
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る
被
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数
と
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数
は
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世
帯
、

　
　
２
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人
で
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る
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
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に
軽

　
　
減
事
業
を
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続
し
た
場

合
、今
後
10
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間
の
低
減
化

事
業
の
負
担
見
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額
は
。
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度
予
算
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で
４
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万
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千
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間
で
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万
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の
負
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と
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る
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の
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免
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点
で
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ら
張

り
出
し
て
い
る
高
木
の
剪
定

を
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　町
道
で
の
作
業

　
　
が
伴
う
た
め
、関
係
機

関
と
協
議
し
対
応
し
た
い
。

　
　
歩
行
者
の
安
全
確
保
の

　
　
た
め
、歩
道
を
覆
う
枝

葉
の
剪
定
の
考
え
は
。

　
　
３
年
度
の
厚
生
労
働
省

　
　
調
で
血
管
疾
患
の
７
割

が
70
歳
以
上
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。75
歳
、80
歳
も
助
成
の

対
象
と
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
６
年
度
か
ら
の

　
　
事
業
な
の
で
、利
用
状

況
の
推
移
や
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
状
況
を
注
視
し
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
店
舗
立
地
の
開
発
工
事

　
　
に
合
わ
せ
剪
定
作
業
を

行
う
よ
う
だ
が
、歩
行
者
に

支
障
が
で
て
い
る
の
で
、手

の
届
く
範
囲
を
職
員
で
剪
定

し
た
。

　
　
受
診
者
の
医
療
機
関
窓

　
　
口
負
担
の
軽
減
と
申
請

の
簡
略
化
の
た
め
、塩
竈
市

や
多
賀
城
市
の
よ
う
に
現
物

給
付
す
る
考
え
は
。

　
　
国
保
や
社
保
加
入
者
を

　
　
対
象
に
し
た
の
で
医
療

機
関
を
限
定
せ
ず
、受
診
で

き
る
よ
う
に
し
た
。現
時
点

で
考
え
は
な
い
。

研修で学んだことを活かします
川俣町

歌　　川　　渡
う た が わ わたる

樹木伐採協力で見通しが良くなった

て
い

せ
ん

お
お

ま
か
な

町の考えを聞く 一 般 質 問問リ

　
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
は
、
多
賀
城
市
、
七
ヶ
浜
町
、
利

府
町
、
松
島
町
の
一
市
三
町
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
家
庭
お
よ
び
事

業
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
６
年
度
予
算
総
額
は
、
前
年
度
当
初
比
10
・
42
％
増
で
歳
入
・

歳
出
と
も
に
11
億
２
３
０
０
万
円
。
増
額
の
主
な
要
因
は
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
補
修
お
よ
び
更
新
工
事
費
等
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
24
時
間
稼
働
す
る
ご
み
焼
却
施
設
の
運
転
に
は
、
年
間
１

億
円
を
超
え
る
電
気
料
金
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
の
財
源
は
、
構
成
市
町
か
ら
の
負
担
金

で
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
み
の
処
理
量
を
減
ら
す
こ
と
が
、
経

費
の
削
減
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
３
Ｒ
（
リ
ユ
ー
ス
・
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
の

推
進
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
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問問 答

問答

問答問答

問答問

答

問答

問答

答

先進地に学ぶ

脳ドックの受診助成は
他自治体の動向を注視したい町長

町
長
小
田
小
友
線
の
交
通
障
害
解
消
を

　関
係
機
関
と
協
議
し
対
応
し
た
い

家賃軽減措置の継続を
継続の考えはない町長

　
６
月
17
日
と
18
日
の
２
日

間
で
茨
城
県
城
里
町
、福
島

県
川
俣
町
の
視
察
研
修
を
し

て
き
ま
し
た
。

茨
城
県
城
里
町

拠
点
校
部
活
動・部
活
動
連

携
事
業
タ
ク
シ
ー

　
城
里
町
に
は
中
学
校
が
２

校
あ
り
ま
す
。桂
中
学
校（
全

校
生
徒
81
人
、部
活
動
６
種

類
）の
生
徒
が
入
部
を
希
望

す
る
部
活
が
な
い
場
合
、約

５
km
離
れ
て
い
る
常
北
中
学

校（
生
徒
数
２
７
０
名
、部
活

動
13
種
類
）に「
部
活
動
タ

ク
シ
ー
」を
利
用
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。終
了
後
も
桂

中
学
校
ま
で
送
っ
て
も
ら
え

ま
す
。

　
部
活
動
タ
ク
シ
ー
の
導
入

を
考
え
始
め
た
の
が
５
年
12

月
、運
用
開
始
が
６
年
４
月
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
現

さ
れ
ま
し
た
。利
用
者
は
４

名
で
、
来
年
以
降
増
え
た
場

合
、現
体
制
で
の
運
行
は
難

し
く
な
る
等
、課
題
は
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

・
事
業
費
予
算
４
９
０
万
円

・
保
護
者
負
担
は
な
し

・
利
用
者
は
野
球
部
、剣
道

部
所
属
の
生
徒
４
名

・
吹
奏
楽
部
の
生
徒
も
合
同

練
習
を
行
う
た
め
利
用

・
学
校
の
休
業
日（
長
期
休

業
日
も
含
む
）で
も
部
活
動

が
あ
る
場
合
は
運
行
す
る

・
拠
点
校
部
活
動
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、桂
中
学
校
の

時
間
割
を
変
更
し
た

・
部
活
動
加
入
は
任
意

福
島
県
川
俣
町

部
活
動
地
域
移
行

　
川
俣
町
立
川
俣
中
学
校
で

は
、５
年
度
よ
り
運
動
部
８

つ
の
う
ち
５
つ
で
週
末
の
活

動
の
地
域
移
行
を
開
始
し
て

い
ま
す
。今
年
度
は
３
つ
の

部
活
動
も
実
施
完
了
と
な
る

予
定
で
す
。施
設
の
予
約
や
、

学
校
と
地
域
ク
ラ
ブ
で
の
情

報
共
有
に
関
し
て
等
、課
題

は
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

・
事
業
費
予
算
６
４
６
万
円

・
平
日
は
部
活
動
、休
日
は

地
域
ク
ラ
ブ
で
活
動

・
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
の

３
時
間
程
度

・
部
活
動
は
教
員
、地
域
ク

ラ
ブ
活
動
は
地
域
の
指
導
者

が
指
導

・
大
会
等
で
部
活
動
と
し
て

参
加
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、休
日
で
あ
っ
て
も
部
活

動
と
し
て
教
員（
顧
問
）が
引

率
を
行
う
場
合
も
あ
る

・
生
徒
は「
か
わ
ま
た
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
へ
登
録
し
、

保
険
に
も
加
入
す
る
が
費
用

は
町
が
負
担

・
現
在
は
保
護
者
負
担
は
な

い
が
、持
続
可
能
な
活
動
を

行
う
た
め
、受
益
者
負
担
額

や
困
窮
世
帯
への
支
援
の
基

準
等
を
検
討
す
る

　
本
町
の
部
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
似
て
い
ま
す
。希

望
す
る
部
活
で
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
参
考
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
拠
点
校
部
活
動
…
在
籍
校
に
希
望
す
る
部
活
動
が
な
い
場
合
に
、拠
点
と
な
る
他
の
中
学
校
の
部
活
動
に
参
加
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
部
活
動
地
域
移
行
…
少
子
化
に
よ
り
部
活
動
が
減
少
す
る
な
ど
生
徒
が
持
続
的
に
活
動
す
る
機
会
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、部
活
動
が
教
職
員
の
負
担
と
な
り
、本
来
の
職
務
遂
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、学
校
の
代
わ
り
に
地
域
で
部
活
動
を
担
う
こ
と
で
す
。

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
現
在
、東
日
本
大
震
災

　
　
特
別
家
賃
低
減
化
事
業

に
よ
り
、住
宅
被
害
者
や
世

帯
に
安
価
な
住
宅
提
供
を
し

て
い
る
。10
年
が
経
過
す
る

来
年
度
よ
り
軽
減
措
置
が
廃

止
さ
れ
る
。

　
現
在
入
居
し
て
い
る
被
災

世
帯
数
と
入
居
者
数
は
。

　
　
町
長
　
１
３
４
世
帯
、

　
　
２
２
６
人
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
軽

　
　
減
事
業
を
継
続
し
た
場

合
、今
後
10
年
間
の
低
減
化

事
業
の
負
担
見
込
額
は
。

　
　
６
年
度
予
算
同
額
で
４

　
　
７
８
万
２
千
円
。10
年

間
で
４
７
８
２
万
円
の
負
担

と
な
る
。

　
　
町
営
住
宅
建
設（
整
備
）

　
　
費
用
総
額
の
復
興
交
付

金
お
よ
び
町
負
担
額
は
。

　
　
総
費
用
額
は
60
億
７
０

　
　
１
４
万
７
５
６
２
円
。

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

53
億
６
０
８
５
万
４
８
３
２

円
。地
方
債
７
億
２
７
８
０

万
円
。町
負
担
額
は
３
５
４

９
万
２
７
３
０
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

　
　
５
年
度
末
の
災
害
公
営

　
　
住
宅
維
持
管
理
基
金
の

額
は
。

　
　
20
億
６
７
１
２
万
２
千

　
　
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
被
災
者
が
安
心
し
て
住

　
　
み
続
け
ら
れ
る
町
営
住

宅
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
か

ら
、軽
減
措
置
の
継
続
を
お

こ
な
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
独
自
減
免
で
５
年
間

　
　
減
額
し
て
き
た
。現
時

点
で
は
継
続
せ
ず
、７
年
度

末
で
終
了
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
　
町
道
に
沿
っ
て
大
木
囲

　
　
貝
塚
遺
跡
公
園
か
ら
張

り
出
し
て
い
る
高
木
の
剪
定

を
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　町
道
で
の
作
業

　
　
が
伴
う
た
め
、関
係
機

関
と
協
議
し
対
応
し
た
い
。

　
　
歩
行
者
の
安
全
確
保
の

　
　
た
め
、歩
道
を
覆
う
枝

葉
の
剪
定
の
考
え
は
。

　
　
３
年
度
の
厚
生
労
働
省

　
　
調
で
血
管
疾
患
の
７
割

が
70
歳
以
上
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。75
歳
、80
歳
も
助
成
の

対
象
と
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
６
年
度
か
ら
の

　
　
事
業
な
の
で
、利
用
状

況
の
推
移
や
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
状
況
を
注
視
し
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
店
舗
立
地
の
開
発
工
事

　
　
に
合
わ
せ
剪
定
作
業
を

行
う
よ
う
だ
が
、歩
行
者
に

支
障
が
で
て
い
る
の
で
、手

の
届
く
範
囲
を
職
員
で
剪
定

し
た
。

　
　
受
診
者
の
医
療
機
関
窓

　
　
口
負
担
の
軽
減
と
申
請

の
簡
略
化
の
た
め
、塩
竈
市

や
多
賀
城
市
の
よ
う
に
現
物

給
付
す
る
考
え
は
。

　
　
国
保
や
社
保
加
入
者
を

　
　
対
象
に
し
た
の
で
医
療

機
関
を
限
定
せ
ず
、受
診
で

き
る
よ
う
に
し
た
。現
時
点

で
考
え
は
な
い
。

　
６
月
17
日
と
18
日
の
２
日

間
で
茨
城
県
城
里
町
、福
島

県
川
俣
町
の
視
察
研
修
を
し

て
き
ま
し
た
。

茨
城
県
城
里
町

拠
点
校
部
活
動・部
活
動
連

携
事
業
タ
ク
シ
ー

　
城
里
町
に
は
中
学
校
が
２

校
あ
り
ま
す
。桂
中
学
校（
全

校
生
徒
81
人
、部
活
動
６
種

類
）の
生
徒
が
入
部
を
希
望

す
る
部
活
が
な
い
場
合
、約

５
km
離
れ
て
い
る
常
北
中
学

校（
生
徒
数
２
７
０
名
、部
活

動
13
種
類
）に「
部
活
動
タ

ク
シ
ー
」を
利
用
し
て
参
加

し
て
い
ま
す
。終
了
後
も
桂

中
学
校
ま
で
送
っ
て
も
ら
え

ま
す
。

　
部
活
動
タ
ク
シ
ー
の
導
入

を
考
え
始
め
た
の
が
５
年
12

月
、運
用
開
始
が
６
年
４
月
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
現

さ
れ
ま
し
た
。利
用
者
は
４

名
で
、
来
年
以
降
増
え
た
場

合
、現
体
制
で
の
運
行
は
難

し
く
な
る
等
、課
題
は
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

・
事
業
費
予
算
４
９
０
万
円

・
保
護
者
負
担
は
な
し

・
利
用
者
は
野
球
部
、剣
道

部
所
属
の
生
徒
４
名

・
吹
奏
楽
部
の
生
徒
も
合
同

練
習
を
行
う
た
め
利
用

・
学
校
の
休
業
日（
長
期
休

業
日
も
含
む
）で
も
部
活
動

が
あ
る
場
合
は
運
行
す
る

・
拠
点
校
部
活
動
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、桂
中
学
校
の

時
間
割
を
変
更
し
た

・
部
活
動
加
入
は
任
意

福
島
県
川
俣
町

部
活
動
地
域
移
行

　
川
俣
町
立
川
俣
中
学
校
で

は
、５
年
度
よ
り
運
動
部
８

つ
の
う
ち
５
つ
で
週
末
の
活

動
の
地
域
移
行
を
開
始
し
て

い
ま
す
。今
年
度
は
３
つ
の

部
活
動
も
実
施
完
了
と
な
る

予
定
で
す
。施
設
の
予
約
や
、

学
校
と
地
域
ク
ラ
ブ
で
の
情

報
共
有
に
関
し
て
等
、課
題

は
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

・
事
業
費
予
算
６
４
６
万
円

・
平
日
は
部
活
動
、休
日
は

地
域
ク
ラ
ブ
で
活
動

・
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
の

３
時
間
程
度

・
部
活
動
は
教
員
、地
域
ク

ラ
ブ
活
動
は
地
域
の
指
導
者

が
指
導

・
大
会
等
で
部
活
動
と
し
て

参
加
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、休
日
で
あ
っ
て
も
部
活

動
と
し
て
教
員（
顧
問
）が
引

率
を
行
う
場
合
も
あ
る

・
生
徒
は「
か
わ
ま
た
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
へ
登
録
し
、

保
険
に
も
加
入
す
る
が
費
用

は
町
が
負
担

・
現
在
は
保
護
者
負
担
は
な

い
が
、持
続
可
能
な
活
動
を

行
う
た
め
、受
益
者
負
担
額

や
困
窮
世
帯
への
支
援
の
基

準
等
を
検
討
す
る

　
本
町
の
部
活
動
を
取
り
巻

く
環
境
は
似
て
い
ま
す
。希

望
す
る
部
活
で
活
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
参
考
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
拠
点
校
部
活
動
…
在
籍
校
に
希
望
す
る
部
活
動
が
な
い
場
合
に
、拠
点
と
な
る
他
の
中
学
校
の
部
活
動
に
参
加
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
部
活
動
地
域
移
行
…
少
子
化
に
よ
り
部
活
動
が
減
少
す
る
な
ど
生
徒
が
持
続
的
に
活
動
す
る
機
会
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、部
活
動
が
教
職
員
の
負
担
と
な
り
、本
来
の
職
務
遂
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、学
校
の
代
わ
り
に
地
域
で
部
活
動
を
担
う
こ
と
で
す
。

宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
現
在
、東
日
本
大
震
災

　
　
特
別
家
賃
低
減
化
事
業

に
よ
り
、住
宅
被
害
者
や
世

帯
に
安
価
な
住
宅
提
供
を
し

て
い
る
。10
年
が
経
過
す
る

来
年
度
よ
り
軽
減
措
置
が
廃

止
さ
れ
る
。

　
現
在
入
居
し
て
い
る
被
災

世
帯
数
と
入
居
者
数
は
。

　
　
町
長
　
１
３
４
世
帯
、

　
　
２
２
６
人
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
軽

　
　
減
事
業
を
継
続
し
た
場

合
、今
後
10
年
間
の
低
減
化

事
業
の
負
担
見
込
額
は
。

　
　
６
年
度
予
算
同
額
で
４

　
　
７
８
万
２
千
円
。10
年

間
で
４
７
８
２
万
円
の
負
担

と
な
る
。

　
　
町
営
住
宅
建
設（
整
備
）

　
　
費
用
総
額
の
復
興
交
付

金
お
よ
び
町
負
担
額
は
。

　
　
総
費
用
額
は
60
億
７
０

　
　
１
４
万
７
５
６
２
円
。

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金

53
億
６
０
８
５
万
４
８
３
２

円
。地
方
債
７
億
２
７
８
０

万
円
。町
負
担
額
は
３
５
４

９
万
２
７
３
０
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

　
　
５
年
度
末
の
災
害
公
営

　
　
住
宅
維
持
管
理
基
金
の

額
は
。

　
　
20
億
６
７
１
２
万
２
千

　
　
円
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
被
災
者
が
安
心
し
て
住

　
　
み
続
け
ら
れ
る
町
営
住

宅
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
か

ら
、軽
減
措
置
の
継
続
を
お

こ
な
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
町
独
自
減
免
で
５
年
間

　
　
減
額
し
て
き
た
。現
時

点
で
は
継
続
せ
ず
、７
年
度

末
で
終
了
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
　
町
道
に
沿
っ
て
大
木
囲

　
　
貝
塚
遺
跡
公
園
か
ら
張

り
出
し
て
い
る
高
木
の
剪
定

を
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　町
道
で
の
作
業

　
　
が
伴
う
た
め
、関
係
機

関
と
協
議
し
対
応
し
た
い
。

　
　
歩
行
者
の
安
全
確
保
の

　
　
た
め
、歩
道
を
覆
う
枝

葉
の
剪
定
の
考
え
は
。

　
　
３
年
度
の
厚
生
労
働
省

　
　
調
で
血
管
疾
患
の
７
割

が
70
歳
以
上
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。75
歳
、80
歳
も
助
成
の

対
象
と
す
る
考
え
は
。

　
　
町
長
　
６
年
度
か
ら
の

　
　
事
業
な
の
で
、利
用
状

況
の
推
移
や
先
行
し
て
い
る

自
治
体
の
状
況
を
注
視
し
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
店
舗
立
地
の
開
発
工
事

　
　
に
合
わ
せ
剪
定
作
業
を

行
う
よ
う
だ
が
、歩
行
者
に

支
障
が
で
て
い
る
の
で
、手

の
届
く
範
囲
を
職
員
で
剪
定

し
た
。

　
　
受
診
者
の
医
療
機
関
窓

　
　
口
負
担
の
軽
減
と
申
請

の
簡
略
化
の
た
め
、塩
竈
市

や
多
賀
城
市
の
よ
う
に
現
物

給
付
す
る
考
え
は
。

　
　
国
保
や
社
保
加
入
者
を

　
　
対
象
に
し
た
の
で
医
療

機
関
を
限
定
せ
ず
、受
診
で

き
る
よ
う
に
し
た
。現
時
点

で
考
え
は
な
い
。

研修で学んだことを活かします
川俣町

歌　　川　　渡
う た が わ わたる

樹木伐採協力で見通しが良くなった

て
い

せ
ん

お
お

ま
か
な

町の考えを聞く 一 般 質 問問リ

　
宮
城
東
部
衛
生
処
理
組
合
は
、
多
賀
城
市
、
七
ヶ
浜
町
、
利

府
町
、
松
島
町
の
一
市
三
町
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
家
庭
お
よ
び
事

業
か
ら
排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
６
年
度
予
算
総
額
は
、
前
年
度
当
初
比
10
・
42
％
増
で
歳
入
・

歳
出
と
も
に
11
億
２
３
０
０
万
円
。
増
額
の
主
な
要
因
は
、
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
補
修
お
よ
び
更
新
工
事
費
等
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
24
時
間
稼
働
す
る
ご
み
焼
却
施
設
の
運
転
に
は
、
年
間
１

億
円
を
超
え
る
電
気
料
金
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
の
財
源
は
、
構
成
市
町
か
ら
の
負
担
金

で
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
み
の
処
理
量
を
減
ら
す
こ
と
が
、
経

費
の
削
減
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
３
Ｒ
（
リ
ユ
ー
ス
・
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）
の

推
進
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

⑰ しちがはま議会だより　第160号　令和6年8月1日発行 しちがはま議会だより　第160号　令和6年8月1日発行 ⑯
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議会報告会 町民の声が
　　議会を動かす！届け １０１人の声！届け １０１人の声！届け １０１人の声！

　５月18、19、21日に議会報告・懇談会を町内各地
毎に開催し、計１０１名の方々にご参加いただきま
した。報告・懇談会の目的は、議会の活動状況や
審議結果等を住民に対し生の声で報告し、ご意
見やご要望をいただき、議会活動をさらに活性化
させ、皆さんとともにより良いまちづくりに向けて
取り組むものです。
　たくさんのご意見やご要望をありがとうござい
ました。一部を抜粋し要約して掲載いたします。
　町民の皆さんからいただいた貴重なご意見は、
議長から町へ申し入れしております。議会としまし
ては、申し入れて終結にするのではなく、ひとりで
も多くのご意見やご要望を町政に反映させるため
に、そのご意見などに基づいた調査を徹底して行

い、一般質問や委員会の所管事務調査、議案審
議などにおいて、計画立案から予算執行する側
の町に対し問いただしております。また、ご意見を
いただいた町民の皆さんに対し、議会としてどの
ように取り扱い、そしてどのような成果が得られた
のかなど、これまではなかなか分かりづらいもの
でした。そのことを反省し、議会の見える化を図り、
ご意見の返し方の工夫を図るために、現在、広聴
分科会において「議会報告会マニュアル化」や
「報告会においての意見・要望の取り扱いについ
て」を協議しているところです。
　町民皆さんの声に応えるために、あらゆる手段
を模索しながら、議会活動に励んでまいりたいと
思います。

議会報告会 町民の声が
　　議会を動かす！届け １０１人の声！

　５月18、19、21日に議会報告・懇談会を町内各地
毎に開催し、計１０１名の方々にご参加いただきま
した。報告・懇談会の目的は、議会の活動状況や
審議結果等を住民に対し生の声で報告し、ご意
見やご要望をいただき、議会活動をさらに活性化
させ、皆さんとともにより良いまちづくりに向けて
取り組むものです。
　たくさんのご意見やご要望をありがとうござい
ました。一部を抜粋し要約して掲載いたします。
　町民の皆さんからいただいた貴重なご意見は、
議長から町へ申し入れしております。議会としまし
ては、申し入れて終結にするのではなく、ひとりで
も多くのご意見やご要望を町政に反映させるため
に、そのご意見などに基づいた調査を徹底して行

い、一般質問や委員会の所管事務調査、議案審
議などにおいて、計画立案から予算執行する側
の町に対し問いただしております。また、ご意見を
いただいた町民の皆さんに対し、議会としてどの
ように取り扱い、そしてどのような成果が得られた
のかなど、これまではなかなか分かりづらいもの
でした。そのことを反省し、議会の見える化を図り、
ご意見の返し方の工夫を図るために、現在、広聴
分科会において「議会報告会マニュアル化」や
「報告会においての意見・要望の取り扱いについ
て」を協議しているところです。
　町民皆さんの声に応えるために、あらゆる手段
を模索しながら、議会活動に励んでまいりたいと
思います。

・小学校入学祝い金は、第一子から支給すべきだと思うが。
・通学路等に防犯カメラと街灯の設置をお願いしたい。特に東原の街頭は歩道ではなく反対側に設置さ
　れているところがある。
・遠藤医院のあたりは景観が良い。以前は椅子があったが今はない。新しいものを設置して欲しい。
・避難路の看板パネルが劣化しているだけでなく、字が小さく見にくい。町外の人も含め、誰が見ても
　分かるようなものにして欲しい。
・大木囲貝塚公園の杉の葉が道路のセンターライン付近まで張り出し、交通障害になっている。早急な
　対応をお願いしたい。
・役場に疑問を相談できる窓口を開いてほしい。
・防災の知識を持ったボランティアがどれだけいるのか。人材の育成が重要。
・老人福祉センターにエアコン設置が必要である。
・公共施設や避難所にWi-Fiを設置してほしい。
・松ヶ浜地区の県道沿いの歩道が狭い。小学校へ通学する際、信号機を渡る児童のランドセル紐がガー
　ドレールに引っかかり転倒した。危険である。
・国際村にエレベーターがない。２階リハーサル室の利用が困難。
・君ヶ岡公園の展望台が傷んでいる。
・人口減少に伴う今後の学校のあり方は。
・どのようにして町の外から人を呼び込むのか。
・町の奨学金制度の条件があまりよくない。
・子育て支援、制度として足りないものは。
・前回の要望についてはどのようになっているか。
・消滅可能性自治体について町として対策をどのように考えているのか。
・境山公民分館が手狭なので拡張を検討していただきたい。
・空き家対策として補助を検討していただきたい。
・町内の三小学校合同で運動会を実施するなど工夫してはどうか。
・トリガイ事業に補助金が出ているが成果は。
・今後高齢者が人口の半分を占めていくが、保健師の状況がどうなっていくのか心配。
・企業に切り売りするのではなく、若者を誘致する計画があってもいいのでは。
・市街化調整区域を外し計画的なまちづくりをすべきでは。
・年金生活者の現状は非常に厳しい。生活が少しでも楽になるように工夫していただけないか。

町へ町へ町へ

・懇談会の質問を案内とともに公表することで参加者が増えるのでは。
・議員定数と報酬の講習を受けているが、七ヶ浜の人口に対して定数
　は適正なのか。人口で決まっているのか。
・何を根拠に定数を決めているのか。説明ができるようにしておくべ
　きでは。
・報酬に関して審議委員を経験したが要望が理解を得られる内容では
　なかった。
・タブレット導入により会議システムの導入も行われるのか。
・どのくらいの町民が議会だよりを見ているのか数字の把握は。

議会への要望議会への要望議会への要望

・小学校入学祝い金は、第一子から支給すべきだと思うが。
・通学路等に防犯カメラと街灯の設置をお願いしたい。特に東原の街頭は歩道ではなく反対側に設置さ
　れているところがある。
・遠藤医院のあたりは景観が良い。以前は椅子があったが今はない。新しいものを設置して欲しい。
・避難路の看板パネルが劣化しているだけでなく、字が小さく見にくい。町外の人も含め、誰が見ても
　分かるようなものにして欲しい。
・大木囲貝塚公園の杉の葉が道路のセンターライン付近まで張り出し、交通障害になっている。早急な
　対応をお願いしたい。
・役場に疑問を相談できる窓口を開いてほしい。
・防災の知識を持ったボランティアがどれだけいるのか。人材の育成が重要。
・老人福祉センターにエアコン設置が必要である。
・公共施設や避難所にWi-Fiを設置してほしい。
・松ヶ浜地区の県道沿いの歩道が狭い。小学校へ通学する際、信号機を渡る児童のランドセル紐がガー
　ドレールに引っかかり転倒した。危険である。
・国際村にエレベーターがない。２階リハーサル室の利用が困難。
・君ヶ岡公園の展望台が傷んでいる。
・人口減少に伴う今後の学校のあり方は。
・どのようにして町の外から人を呼び込むのか。
・町の奨学金制度の条件があまりよくない。
・子育て支援、制度として足りないものは。
・前回の要望についてはどのようになっているか。
・消滅可能性自治体について町として対策をどのように考えているのか。
・境山公民分館が手狭なので拡張を検討していただきたい。
・空き家対策として補助を検討していただきたい。
・町内の三小学校合同で運動会を実施するなど工夫してはどうか。
・トリガイ事業に補助金が出ているが成果は。
・今後高齢者が人口の半分を占めていくが、保健師の状況がどうなっていくのか心配。
・企業に切り売りするのではなく、若者を誘致する計画があってもいいのでは。
・市街化調整区域を外し計画的なまちづくりをすべきでは。
・年金生活者の現状は非常に厳しい。生活が少しでも楽になるように工夫していただけないか。

町へ

・懇談会の質問を案内とともに公表することで参加者が増えるのでは。
・議員定数と報酬の講習を受けているが、七ヶ浜の人口に対して定数
　は適正なのか。人口で決まっているのか。
・何を根拠に定数を決めているのか。説明ができるようにしておくべ
　きでは。
・報酬に関して審議委員を経験したが要望が理解を得られる内容では
　なかった。
・タブレット導入により会議システムの導入も行われるのか。
・どのくらいの町民が議会だよりを見ているのか数字の把握は。

議会への要望
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議会報告会 町民の声が
　　議会を動かす！届け １０１人の声！届け １０１人の声！届け １０１人の声！

　５月18、19、21日に議会報告・懇談会を町内各地
毎に開催し、計１０１名の方々にご参加いただきま
した。報告・懇談会の目的は、議会の活動状況や
審議結果等を住民に対し生の声で報告し、ご意
見やご要望をいただき、議会活動をさらに活性化
させ、皆さんとともにより良いまちづくりに向けて
取り組むものです。
　たくさんのご意見やご要望をありがとうござい
ました。一部を抜粋し要約して掲載いたします。
　町民の皆さんからいただいた貴重なご意見は、
議長から町へ申し入れしております。議会としまし
ては、申し入れて終結にするのではなく、ひとりで
も多くのご意見やご要望を町政に反映させるため
に、そのご意見などに基づいた調査を徹底して行

い、一般質問や委員会の所管事務調査、議案審
議などにおいて、計画立案から予算執行する側
の町に対し問いただしております。また、ご意見を
いただいた町民の皆さんに対し、議会としてどの
ように取り扱い、そしてどのような成果が得られた
のかなど、これまではなかなか分かりづらいもの
でした。そのことを反省し、議会の見える化を図り、
ご意見の返し方の工夫を図るために、現在、広聴
分科会において「議会報告会マニュアル化」や
「報告会においての意見・要望の取り扱いについ
て」を協議しているところです。
　町民皆さんの声に応えるために、あらゆる手段
を模索しながら、議会活動に励んでまいりたいと
思います。
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でした。そのことを反省し、議会の見える化を図り、
ご意見の返し方の工夫を図るために、現在、広聴
分科会において「議会報告会マニュアル化」や
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・小学校入学祝い金は、第一子から支給すべきだと思うが。
・通学路等に防犯カメラと街灯の設置をお願いしたい。特に東原の街頭は歩道ではなく反対側に設置さ
　れているところがある。
・遠藤医院のあたりは景観が良い。以前は椅子があったが今はない。新しいものを設置して欲しい。
・避難路の看板パネルが劣化しているだけでなく、字が小さく見にくい。町外の人も含め、誰が見ても
　分かるようなものにして欲しい。
・大木囲貝塚公園の杉の葉が道路のセンターライン付近まで張り出し、交通障害になっている。早急な
　対応をお願いしたい。
・役場に疑問を相談できる窓口を開いてほしい。
・防災の知識を持ったボランティアがどれだけいるのか。人材の育成が重要。
・老人福祉センターにエアコン設置が必要である。
・公共施設や避難所にWi-Fiを設置してほしい。
・松ヶ浜地区の県道沿いの歩道が狭い。小学校へ通学する際、信号機を渡る児童のランドセル紐がガー
　ドレールに引っかかり転倒した。危険である。
・国際村にエレベーターがない。２階リハーサル室の利用が困難。
・君ヶ岡公園の展望台が傷んでいる。
・人口減少に伴う今後の学校のあり方は。
・どのようにして町の外から人を呼び込むのか。
・町の奨学金制度の条件があまりよくない。
・子育て支援、制度として足りないものは。
・前回の要望についてはどのようになっているか。
・消滅可能性自治体について町として対策をどのように考えているのか。
・境山公民分館が手狭なので拡張を検討していただきたい。
・空き家対策として補助を検討していただきたい。
・町内の三小学校合同で運動会を実施するなど工夫してはどうか。
・トリガイ事業に補助金が出ているが成果は。
・今後高齢者が人口の半分を占めていくが、保健師の状況がどうなっていくのか心配。
・企業に切り売りするのではなく、若者を誘致する計画があってもいいのでは。
・市街化調整区域を外し計画的なまちづくりをすべきでは。
・年金生活者の現状は非常に厳しい。生活が少しでも楽になるように工夫していただけないか。

町へ町へ町へ

・懇談会の質問を案内とともに公表することで参加者が増えるのでは。
・議員定数と報酬の講習を受けているが、七ヶ浜の人口に対して定数
　は適正なのか。人口で決まっているのか。
・何を根拠に定数を決めているのか。説明ができるようにしておくべ
　きでは。
・報酬に関して審議委員を経験したが要望が理解を得られる内容では
　なかった。
・タブレット導入により会議システムの導入も行われるのか。
・どのくらいの町民が議会だよりを見ているのか数字の把握は。
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〈議会を傍聴しませんか〉

－９月会議は９月２日開会予定です－
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　議会だより全体のベースの色は※『ブランド七ヶ
浜』のロゴにも採用されている、七ヶ浜町をイ
メージした藍色を年間通じて使用します。
※町の地域資源を活かした地場産品等が
 『ブランド七ヶ浜』として認定されています。

　広報広聴常任委員は常に編集技術の向上に努め、
町民の皆さんに議会を身近に感じてもらえるよう
に、議会だよりを年4回発行しています。

①　議会だよりは、町民の皆さんが読むものである
　ということを常に念頭に置き「読みやすく、分か
　りやすく、親しまれる」議会広報を目指します。

②　余裕のあるゆったりしたレイアウトを意識し、
　写真や図、表を掲載するよう心がけます。

③　町民の皆さんが登場する紙面づくりを心がけま
　す。皆さんの声、ご意見をぜひお聞かせください。
　インタビューや写真撮影のご協力よろしくお願い
　致します！

　表紙のデザインを一新しました！ファッション
誌をイメージしていますがいかがでしょうか？目
次の字の色もなるべく使う色を少なくし、目に優
しく、読みやすいようにしました。

七ヶ浜町議会Instagram公式アカウント
←本会議や委員会などの活動情報を発信しています。Please follow us!

どなたでも自由に、見たり聴いたりできます。
　毎朝菖蒲田浜でビーチクリ
ーンを実施している笹山在住
の渡邊正二（わたなべしょう
じ）さんです。

詳しくは議会事務局（℡357-7435）
または、町ホームページ
「七ヶ浜町議会情報」をご覧ください。
https://www.shichigahama.com
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